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周
易
正
義
訓
讀

―
坎
卦
・
離
卦
―

野
間

文
史

凡

例

一

本
稿
は
、
唐
・
孔
穎
達
奉
勅
撰
周
易
正
義
の
訓
読
訳
で
あ
る
。

二

底
本
は
、
嘉
慶
二
十
年
（
一
八
一
五
）
江
西
南
昌
府
学
開
雕
の
「
阮
刻
十
三
經
注

疏
本
」
を
基
本
に
、
主
と
し
て
以
下
の
諸
本
と
対
校
し
て
作
成
し
た
筆
者
の
「
校

定
本
」
を
用
い
る
。
そ
の
根
拠
と
な
る
「
校
勘
記
」
は
、
後
に
併
せ
て
掲
載
し
た
。

◎
單
疏
本
『
周
易
正
義
』
（
宋
刊
遞
修

北
京
図
書
館
蔵

北
京
人
文
科
学
研

究
所
影
傅
氏
宋
本･

易
經
集
成
本･

中
華
再
造
善
本

「
單
疏
本
」
と
略
称
。
）

◎
八
行
本
『
周
易
注
疏
』
（
宋
孝
宗
頃
両
浙
東
路
茶
塩
司
刊

足
利
学
校
蔵

汲
古
書
院
影
印
本

「
足
利
八
行
本
」
と
略
称
。）

◎
廣
島
大
學
所
蔵
舊
鈔
本
『
周
易
正
義
』（
「
廣
大
本
」
と
略
称
。
）

三

上
記
諸
本
以
外
に
つ
い
て
、
ま
た
阮
元
校
勘
記
以
後
の
校
勘
記
に
つ
い
て
は
、
拙

論
「
廣
島
大
學
藏
舊
鈔
本
『
周
易
正
義
』
攷
附
校
勘
記
」
（
『
廣
島
大
學
文
學
部
紀

要
』
第

巻
特
輯
号
１

一
九
九
五
年

後
『
五
經
正
義
の
研
究
』
所
収
）
を
参

53

照
さ
れ
た
い
。

四

本
稿
の
本
文
は
校
定
し
た
経
・
伝
・
注
（
王
弼
注
〔

〕
內
）
・
疏
文
と
そ
の
校
勘

記
、
訓
読
文
の
順
で
あ
る
。

坎
下

☵
☵

習
坎
、
〔
「
坎
」、
險
陷
之
名
也
。
「
習
」
謂
便
習
之
。
〕

坎
上

[

疏]

正
義
曰
、
「
坎
」
是
險
陷
之
名
。
「
習
」
者
、
便
習
之
義
。
險
難
之
事
、
非

經
便
習
、
不
可
以
行
。
故
須
便
習
於
坎
事
、
乃
得
用
、
故
云
「
習
坎
」
也
。
案＊

諸
卦
之
名
、
皆
於
卦
上
不
加
其
字
。
此
坎
卦
之
名
特
加
「
習
」
者
、
以
坎
爲
險

難
、
故
特
加
「
習
」
名
。
「
習
」
有
二
義
。
一
者
習
重
也
、
謂
上
下
俱
坎
、
是
重

疊
有
險
、
險
之
重
疊
、
乃
成
險
之
用
也
。
二
者
人
之
行
險
、
先
須
便
習
其
事
、

＊

＊

乃
可
得
通
、
故
云
「
習
」
也
。

「
案
諸
卦
之
名
案
自
此
至
故
云
習
也
」

阮
校

錢
本
在
「
行
有
尚
也
」
下
。

「
一
者
人
之
行
險
」

阮
校

閩･

監･

毛
本
同
。
錢
本･

宋
本
「
一
」
作
「
二
」
是
也
。

◎
單
疏
本･

廣
大
本･

足
利
八
行
本
も
「
二
」
字
に
作
る
。

「
先
須
便
習
其
事
」

◎
阮
刻
本
は
「
便
」
字
を
「
使
」
字
に
誤
刻
す
る
。

習
坎
、
〔
「
坎
」
は
險
陷
の
名
な
り
。
「
習
」
は
之
れ
に
便
習
す
る
を
謂
ふ
。
〕

し
う
か
ん

け
ん
か
ん

[

疏]
正
義
に
曰
は
く
、
「
坎
」
は
是
れ
險
陷
〔
危
険
に
陥
る
〕
の
名
な
り
。「
習
」

け
ん
か
ん

と
は
、
便
習
〔
な
れ
る
〕
の
義
な
り
。
險
難
の
事
は
、
便
習
を
經
る
に
非
ざ
れ

周易正義訓讀 ―坎卦・離卦―（野間）
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ば
、
以
て
行
く
べ
か
ら
ず
。
故
に
坎
事
に
便
習
す
る
を
須
ち
て
、

乃

て
用
ふ

ま

は
じ
め

る
を
得
、
故
に
「
習
坎
」
と
云
ふ
な
り
。

諸
卦
の
名
を
案
ず
る
に
、
皆
な
卦
の
上
に
於
い
て
其
の
字
を
加
へ
ず
。
此
の

〈
坎
〉
卦
の
名
に
特
に
「
習
」
を
加
ふ
る
は
、
〈
坎
〉
は
險
難
爲
る
を
以
て
、
故

に
特
に
「
習
」
の
名
を
加
ふ
。
「
習
」
に
二
義
有
り
。
一
は
習
重
な
り
、
上
下

俱
に
〈
坎
〉
な
る
を
謂
ひ
、
是
れ
重
疊
し
て
險
有
り
、
險
の
重
疊
は
、
乃
ち
險

の
用
を
成
す
な
り
。
二
は
人
の

險
を
行
ふ
は
、
先
づ
其
の
事
を
便
習
す
る
を
須ま

ち
て
、

乃

て
通
ず
る
を
得
べ
し
、
故
に
「
習
」
と
云
ふ
な
り
。

は
じ
め

有
孚
。
維
心
亨
。

〔
剛
正
在
內
、「
有
孚
」
者
也
。
陽
不
外
發
而
在
乎
內
、
「
心
亨
」
者
也
。
〕

[

疏]

「
有
孚
維
心
亨
」
。

○
正
義
曰
、
「
有
孚
」
者
、
孚
信
也
、
由
剛
正
在
內
、
故
有
信
也
。
「
維
心
亨
」

＊

者
、
陽
不
外
發
而
在
於
內
、
是
「
維
心
亨
」
、
言
心
得
通
也
。

＊

○
注
「
剛
正
在
內
」
至
「
心
亨
者
也
」
。

○
正
義
曰
、
「
剛
正
在
內
」
者
、
謂
陽
在
中
也
。
內
心
剛
正
、
則
能
有
誠
信
、
故

＊

云
「
剛
正
在
內
、
有
孚
者
也
、
陽
不
外
發
而
在
乎
內
、
心
亨
者
也
」。
若
外
陽
內

陰
、
則
內
心
柔
弱
、
故
不
得
亨
通
。
今
以
陽
在
於
內
、
陽
能
開
通
、
故
維
其
在

心
之
亨
也
。

「
亨
信
也
」

◎
阮
刻
本
は
「
孚
」
字
を
「
亨
」
字
に
誤
刻
す
る
。

「
陽
不
外
發
而
在
於
內
」

◎
阮
刻
本
は
「
外
發
」
を
「
發
外
」
に
転
倒
す
る
。

「
因
心
剛
正
」

阮
校

閩･

監･

毛
本
同
。
錢
本･

宋
本
「
因
」
作
「
內
」
。
◎
單
疏
本

･

廣
大
本･

足
利
八
行
本
も
「
內
」
字
に
作
る
。
こ
れ
が
正
し
い
。

孚

有
り
。
維
れ
心

亨
る
。

ま
こ
と

こ

〔
剛
正

內
に
在
る
は
、
「
孚
有
る
」
者
な
り
。
陽

外
に
發
せ
ず
し
て
內
に
在

る
は
、
「
心

亨
る
」
者
な
り
。
〕

[

疏]

「
有
孚
維
心
亨
」
。

○
正
義
に
曰
は
く
、
「

孚

有
り
」
と
は
、
「
孚
」
は
信
な
り
、
剛
正

內
に
在
る

ま
こ
と

に
由
り
、
故
に

信

有
る
な
り
。
「
維
れ
心

亨
る
」
と
は
、
陽

外
に
發
せ
ず
し

ま
こ
と

て
內
に
在
る
は
、
是
れ
「
維
れ
心

亨
る
」
に
て
、
心

通
ず
る
を
得
る
を
言
ふ

な
り
。

○
注
の
「
剛
正
在
內
」
よ
り
「
心
亨
者
也
」
に
至
る
ま
で
。

○
正
義
に
曰
は
く
、
「
剛
正

內
に
在
り
」
と
は
、
陽

中
に
在
る
を
謂
ふ
な
り
。

內
心

剛
正
な
れ
ば
、
則
ち
能
く
誠
信
有
り
、
故
に
「
剛
正

內
に
在
る
は
、
孚

有
る
者
な
り
、
陽

外
に
發
せ
ず
し
て
內
に
在
る
は
、
心

亨
る
者
な
り
」
と
云

ふ
。
若
し
外
陽
內
陰
な
れ
ば
、
則
ち
內
心
は
柔
弱
な
り
、
故
に
亨
通
す
る
を
得

も

ず
。
今

陽
の

內
に
在
る
を
以
て
、
陽

能
く
開
通
す
、
故
に
維
れ
其
の

心
の

亨
る
に
在
る
こ
と
な
り
。

行
有
尚
。

〔
內
亨
外
闇
、
內
剛
外
順
。
以
此
行
險
、
「
行
有
尚
」
也
。
〕

[
疏]
「
行
有
尚
」
。

○
正
義
曰
、
內
亨
外
闇
、
內
剛
外
柔
。
以
此
行
險
、
事
可
尊
尚
、
故
云
「
行
有

尚
」
也
。
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○
注
「
內
亨
外
闇
」
至
「
行
有
尚
也
」
。

○
正
義
曰
、
「
內
亨
外
闇
」
者
、
內
陽
故
內
亨
、
外
陰
故
外
闇
。
以
亨
通
之
性
、

而
往
詣
陰
闇
之
所
、
能
通
於
險
、
故
行
可
貴
尚
也
。

「
而
往
謂
陰
闇
之
所
」

阮
校

[

補]

毛
本
「
謂
」
作
「
詣
」
。
案
「
詣
」
字
是
也
。

形
近
之
譌
。
◎
單
疏
本･

廣
大
本･

足
利
八
行
本
は
「
詣
」
字
に
作
る
。

行
け
ば
尚
ぶ
有
り
。

〔
內
は
亨
り
外
は
闇
く
、
內
は
剛
に
し
て
外
は
順
ふ
。
此
を
以
て
險
を
行
く

く
ら

は
、
「
行
け
ば
尚
ぶ
有
る
」
な
り
。
〕

[

疏]

「
行
有
尚
」。

○
正
義
に
曰
は
く
、
內
は
亨
り
外
は
闇
く
、
內
は
剛
に
し
て
外
は
柔
な
り
。
此

を
以
て
險
を
行
く
は
、
事

尊
尚
す
べ
し
、
故
に
「
行
け
ば
尚
ぶ
有
り
」
と
云
ふ

な
り
。

○
注
の
「
內
亨
外
闇
」
よ
り
「
行
有
尚
也
」
に
至
る
ま
で
。

○
正
義
に
曰
は
く
、「
內
は
亨
り
外
は
闇
し
」
と
は
、
內
は
陽
な
る
が
故
に
內
は

亨
り
、
外
は
陰
な
る
が
故
に
外
は
闇
し
。
亨
通
の
性
に
し
て
、
往
き
て
陰
闇
の

所
に
詣
り
、
能
く
險
に
通
ず
る
を
以
て
、
故
に
行
け
ば
貴
尚
す
べ
き
な
り
。

い
た

彖
曰
、
「
習
坎
」
、
重
險
也
。

〔
坎
以
險
爲
用
、
故
特
名
曰
「
重
險
」
。
言
「
習
坎
」
者
、
習
乎
重
險
也
。
〕

＊

[

疏]

「
彖
曰
習
坎
重
險
也
」
。

○
正
義
曰
、
釋
「
習
坎
」
之
義
。
言
「
習
坎
」
者
、
習
行
重
險
。
險
難
也
。
若

險
難
不
重
、
不
爲
至
險
、
不
須
便
習
、
亦
可
濟
也
。
今
險
難
既
重
、
是
險
之
甚

者
、
若
不
便
習
、
不
可
濟
也
。
故
注
云
「
習
坎
者
、
習
重
險
也
」
。

○
注
「
坎
以
險
爲
用
」
至
「
習
乎
重
險
也
」
。

○
正
義
曰
、
「
言
習
坎
者
、
習
乎
重
險
也
」
者
、
言
人
便
習
於
「
坎
」
、
止
是
便

習
重
險
。
便
習
之
語
以
釋
「
習
」
名
。
兩
「
坎
」
相
重
、
謂
之
「
重
險
」
、
又
當

「
習
」
義
。
是
一
「
習
」
之
名
、
有
此
兩
義
。

「
習
重
乎
險
也
」

阮
校

閩･

監･

毛
本
同
。
岳
本･

宋
本･

古
本･

足
利
本
「
重
乎
」

作
「
乎
重
」
。
◎
足
利
八
行
本
も
「
習
乎
重
險
也
」
に
作
る
。

彖
に
曰
は
く
、
「
習
坎
」
は
、
重
險
な
り
。

〔
〈
坎
〉
は
險
を
以
て
用
と
爲
す
、
故
に
特
に
名
づ
け
て
「
重
險
」
と
曰
ふ
。

「
習
坎
」
と
言
ふ
は
、
重
險
に
習
ふ
な
り
。
〕

[

疏]

「
彖
曰
習
坎
重
險
也
」
。

○
正
義
に
曰
は
く
、
「
習
坎
」
の
義
を
釋
す
。
「
習
坎
」
と
言
ふ
は
、
重
險
を
行

ふ
こ
と
を
習
ふ
な
り
。
「
險
」
は
難
な
り
。
若
し
險
難

重
な
ら
ず
ん
ば
、
至
險

も

か
さ

と
爲
ら
ず
、
便
習
を
須
ひ
ざ
る
も
、
亦
た
濟
る
べ
き
な
り
。
今

險
難

既
に
重

も
ち

わ
た

な
る
は
、
是
れ
險
の
甚
し
き
者
、
若
し
便
習
せ
ず
ん
ば
、
濟
る
べ
か
ら
ざ
る
な

も

り
。
故
に
注
に
「
習
坎
と
は
、
重
險
に
習
ふ
な
り
」
と
云
ふ
。

○
注
の
「
坎
以
險
爲
用
」
よ
り
「
習
乎
重
險
也
」
に
至
る
ま
で
。

○
正
義
に
曰
は
く
、
「
習
坎
と
言
ふ
は
、
重
險
に
習
ふ
な
り
」
と
は
、
言
ふ
こ
こ

ろ
は
人

「
坎
」
に
便
習
す
る
は
、
止
だ
是
れ
重
險
に
便
習
す
る
の
み
。
便
習
の

語
は
以
て
「
習
」
の
名
を
釋
す
。
兩
〈
坎
〉
相
ひ
重
な
る
、
之
れ
を
「
重
險
」

と
謂
ふ
は
、
又
た
「
習
」
義
に
當
た
る
。
是
れ
一
「
習
」
の
名
に
、
此
の
兩
義

有
り
。
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水
流
而
不
盈
、
行
險
而
不
失
其
信
。

〔
險
峭
之
極
、
故
水
流
而
不
能
盈
也
。
處
至
險
而
不
失
剛
中
、「
行
險
而
不
失

＊

其
信
」
者
、「
習
坎
」
之
謂
也
。
〕

＊

[

疏]

「
水
流
而
不
盈
」
至
「
不
失
其
信
」
。

○
正
義
曰
、
此
釋
「
重
險
」
「
習
坎
」
之
義
。
「
水
流
而
不
盈
」
、
謂
險
陷
既
極
、

坑
阱
特
深
、
水
雖
流
注
、
不
能
盈
滿
、
言
險
之
甚
也
。
此
釋
「
重
險
」
之
義
也
。

＊

「
行
險
而
不
失
其
信
」
、
謂
行
此
至
險
、
能
守
其
剛
中
、
不
失
其
信
也
。
此
釋
「
習

坎
」
及
「
有
孚
」
之
義
也
。
以
能
便
習
於
險
、
故
守
剛
中
、「
不
失
其
信
」
也
。

○
注
「
險
峭
之
極
」
至
「
習
坎
之
謂
也
」
。

○
正
義
曰
、
「
險
峭
之
極
、
故
水
流
而
不
能
盈
」
者
、
若
淺
岸
平
谷
、
則
水
流
有

可
盈
滿
。
若
其
崖
岸
險
峻
、
澗
谷
泄
漏
、
是
水
流
不
可
盈
滿
、
是
險
難
之
極
也
。

「
險
陗
之
釋
」

阮
校

岳
本･

閩･

監･

毛
本
「
釋
」
作
「
極
」
是
也
。
古
本
下
有
「
也
」

字
。
◎
阮
刻
本
の
誤
刻
。
「
極
」
字
が
正
し
い
。

「
習
坎
之
謂
也
」

阮
校

閩･

監･

毛
本
同
。
岳
本･

宋
本
「
坎
」
作
「
險
」
。
古
一
本

作
「
其
信
習
險
謂
也
」
、
一
本
作
「
信
習
險
之
謂
也
」
。
◎
足
利
八
行
本
は
「
險
」

字
に
作
る
が
、
今
は
改
め
な
い
。

「
此
釋
重
險
之
義
也
」

◎
阮
刻
本
は
「
此
」
字
を
誤
脱
す
る
。

水
は
流
れ
て
盈
た
ず
、
險
を
行
き
て
其
の
信
を
失
は
ず
。

〔
險
峭
の
極
な
り
、
故
に
水
は
流
れ
て
盈
た
す
能
は
ざ
る
な
り
。
至
險
に
處

り
て
剛
中
を
失
は
ず
、「
險
を
行
き
て
其
の
信
を
失
は
ざ
る
」
は
、「
習
坎
」

を
之
れ
謂
ふ
な
り
。
〕

[

疏]

「
水
流
而
不
盈
」
よ
り
「
不
失
其
信
」
に
至
る
ま
で
。

○
正
義
に
曰
は
く
、
此
れ
「
重
險
」
「
習
坎
」
の
義
を
釋
す
。
「
水
は
流
れ
て
盈

た
ず
」
と
は
、
險
陷

既
に
極
ま
り
、
坑
阱
〔
お
と
し
あ
な
〕

特
に
深
く
、
水

か
う
せ
い

流
注
す
と
雖
も
、
盈
滿
す
る
能
は
ざ
る
を
謂
ひ
、
險
の
甚
し
き
を
言
ふ
な
り
。

此
れ
「
重
險
」
の
義
を
釋
す
る
な
り
。

「
險
を
行
き
て
其
の
信
を
失
は
ず
」
と
は
、
此
の
至
險
を
行
き
て
、
能
く
其
の

剛
中
を
守
り
、
其
の
信
を
失
は
ざ
る
を
謂
ふ
な
り
。
此
れ
「
習
坎
」
及
び
「
有

孚
」
の
義
を
釋
す
る
な
り
。
能
く
險
を
便
習
す
る
を
以
て
、
故
に
剛
中
を
守
り
、

「
其
の
信
を
失
は
ざ
る
」
な
り
。

○
注
の
「
險
峭
之
極
」
よ
り
「
習
坎
之
謂
也
」
に
至
る
ま
で
。

○
正
義
に
曰
は
く
、
「
險
峭
の
極
な
り
、
故
に
水
は
流
れ
て
盈
た
す
能
は
ず
」
と

は
、
若
し
淺
岸
平
谷
な
れ
ば
、
則
ち
水
は
流
れ
て
盈
滿
す
べ
き
こ
と
有
り
。
若

も

し
其
れ
崖
岸
は
險
峻
、
澗
谷
は
泄
漏
な
る
は
、
是
れ
水
は
流
れ
て
盈
滿
す
べ
か

ら
ず
、
是
れ
險
難
の
極
な
り
。

「
維
心
亨
」
、
乃
以
剛
中
也
。
「
行
有
尚
」
、
往
有
功
也
。

〔
便
習
於
「
坎
」
而
之
「
坎
」
地
、
盡
坎
之
宜
、
故
往
必
有
功
也
。
〕

[

疏]

正
義
曰
、
「
維
心
亨
、
乃
以
剛
中
也
」
者
、
釋
「
維
心
亨
」
義
也
。
以
剛
在

於
中
、
故
維
得
心
亨
也
。
「
行
有
尚
、
往
有
功
」
者
、
此
釋
「
行
有
尚
」
也
。
既

便
習
於
坎
、
而
往
之
險
地
、
必
有
其
功
、
故
云
「
行
有
尚
、
往
有
功
也
」
。

「
維
れ
心

亨
る
」
は
、
乃
ち
剛
中
を
以
て
な
り
。
「
行
け
ば
尚
ぶ
こ
と
有
る
」

は
、
往
き
て
功
有
る
な
り
。

〔
「
坎
」
に
便
習
し
て
「
坎
」
地
に
之
き
、
「
坎
」
の
宜
を
盡
く
す
、
故
に
往

ゆ
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け
ば
必
ず
功
有
る
な
り
。
〕

[
疏]

正
義
に
曰
は
く
、
「
維
れ
心

亨
る
は
、
乃
ち
剛
中
を
以
て
な
り
」
と
は
、

「
維
れ
心

亨
る
」
の
義
を
釋
す
る
な
り
。
剛
を
以
て
中
に
在
り
、
故
に
維
れ
心

の
亨
る
を
得
る
な
り
。
「
行
け
ば
尚
ぶ
こ
と
有
る
は
、
往
き
て
功
有
り
」
と
は
、

此
れ
「
行
け
ば
尚
ぶ
こ
と
有
る
」
を
釋
す
る
な
り
。
既
に
坎
に
便
習
し
て
、
險

地
に
往
之
〔
ゆ
く
〕
し
、
必
ず
其
の
功
有
り
、
故
に
「
行
け
ば
尚
ぶ
こ
と
有
る

は
、
往
き
て
功
有
る
な
り
」
と
云
ふ
。

天
險
不
可
升
也
。

〔
不
可
得
升
、
故
得
保
其
威
尊
。
〕

[

疏]

正
義
曰
、
此
已
下
廣
明
險
之
用
也
。
言
天
之
爲
險
、
懸
邈
高
遠
、
不
可
升

上
、
此
天
之
險
也
。
若
其
可
升
、
不
得
保
其
威
尊
、
故
以
「
不
可
升
」
爲
「
險
」

也
。

天
の
險
は
升
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。

〔
升
る
を
得
べ
か
ら
ず
、
故
に
其
の
威
尊
を
保
つ
を
得
。〕

[

疏]

正
義
に
曰
は
く
、
此
れ
已
下
は
廣
く
險
の
用
を
明
ら
か
に
す
る
な
り
。
言

ふ
こ
こ
ろ
は
天
の
險
爲
る
、
懸
邈
に
高
遠
、
升
上
す
べ
か
ら
ざ
る
は
、
此
れ
天

は
る
か

の
險
な
り
。
若
し
其
れ
升
る
べ
く
ん
ば
、
其
の
威
尊
を
保
つ
を
得
ず
、
故
に
「
升

も

る
べ
か
ら
ざ
る
」
を
以
て
「
險
」
と
爲
す
な
り
。

地
險
山
川
丘
陵
也
。

〔
有
山
川
丘
陵
、
故
物
得
以
保
全
也
。
〕

＊

[

疏]

正
義
曰
、
言
地
以
山
川
丘
陵
而
爲
險
也
。
故
使
地
之
所
載
之
物
保
守
其
全
。

若
无
山
川
丘
陵
、
則
地
之
所
載
之
物
失
其
性
也
。
故
地
以
山
川
丘
陵
而
爲
險
也
。

「
故
物
得
以
保
全
也
」

阮
校

岳
本･

閩･

監･

毛
本
同
。
足
利
本
「
以
」
作
「
其
」
。

◎
足
利
八
行
本
は
「
以
」
字
に
作
る
。

地
の
險
は
山
川
丘
陵
な
り
。

〔
山
川
丘
陵
有
り
、
故
に
物

得
て
以
て
保
全
す
る
な
り
。
〕

[

疏]

正
義
に
曰
は
く
、
言
ふ
こ
こ
ろ
は
地
は
山
川
丘
陵
を
以
て
し
て
險
と
爲
す

な
り
。
故
に
地
の
載
す
る
所
の
物
を
し
て
其
の
全
き
を
保
守
せ
し
む
。
若
し
山

も

川
丘
陵
无
く
ん
ば
、
則
ち
地
の
載
す
る
所
の
物
は
其
の
性
を
失
ふ
な
り
。
故
に

地
は
山
川
丘
陵
を
以
て
し
て
險
と
爲
す
な
り
。

王
公
設
險
以
守
其
國
。

〔
國
之
爲
衛
、
恃
於
險
也
。
言
自
天
地
以
下
、
莫
不
須
險
也
。
〕

[

疏]

正
義
曰
、
言
王
公
法
象
天
地
、
固
其
城
池
、
嚴
其
法
令
、
以
保
其
國
也
。

王
公
は
險
を
設
け
て
以
て
其
の
國
を
守
る
。

〔
國
の

衛

を
爲
す
は
、
險
を
恃
む
な
り
。
天
地
よ
り
以
下
、
險
を
須
た
ざ

ま
も
り

ま

る
莫
き
を
言
ふ
な
り
。
〕

[
疏]
正
義
に
曰
は
く
、
王
公
は
天
地
を
法
象
し
、
其
の
城
池
を
固
く
し
、
其
の

法
令
を
嚴
し
く
し
、
以
て
其
の
國
を
保
つ
を
言
ふ
な
り
。

き
び
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險
之
時
用
大
矣
哉
。

〔
非
用
之
常
、
用
有
時
也
。
〕

[

疏]

正
義
曰
、
言
天
地
已
下
、
莫
不
須
險
。
險
難
有
時
而
用
、
故
其
功
盛
大
矣

＊

哉
。

○
注
「
非
用
」
至
「
有
時
也
」
。

＊

○
正
義
曰
、
若
「
天
險
」
・
「
地
險
」
不
可
暫
无
。
此
謂
人
之
設
險
、
用
有
時
也
。

若
化
洽
平
治
、
內
外
輯
睦
、
非
用
險
也
。
若
家
國
有
虞
、
須
設
險
防
難
、
是
「
用

有
時
」
也
。

「
險
雖
有
時
而
用
」

阮
校

閩･
監･
毛
本
同
。
宋
本
「
雖
」
作
「
難
」
是
也
。
◎
單

疏
本･

廣
大
本
・
足
利
八
行
本
は
「
難
」
字
に
作
る
。

「
非
用
至
有
時
也
」

◎
阮
刻
本
は
「
非
國
之
常
用
有
時
也
」
に
誤
刻
す
る
。
單
疏
本

･

廣
大
本
・
足
利
八
行
本
に
従
う
。

險
の
時
用
は
大
い
な
る
か
な
。

〔
用
ふ
る
こ
と
の
常
に
非
ず
、
用
ふ
る
に
時
有
る
な
り
。〕

[

疏]

正
義
に
曰
は
く
、
言
ふ
こ
こ
ろ
は
天
地
よ
り
已
下
、
險
を
須
た
ざ
る
は
莫

ま

し
。
險
難
は
時
有
り
て
用
ふ
、
故
に
其
の
功
は
盛
大
な
る
か
な
。

○
注
の
「
非
用
」
よ
り
「
有
時
也
」
に
至
る
ま
で
。

○
正
義
に
曰
は
く
、
「
天
險
」
・
「
地
險
」
の
若
き
は
暫
く
も
无
く
ん
ば
あ
る
べ

ご
と

な

か
ら
ず
。
此
れ
人
の
險
を
設
く
る
を
や
、
用
ふ
る
に
時
有
る
を
謂
ふ
な
り
。
若も

し
化

洽

く
平
治
し
、
內
外

輯
睦
す
る
と
き
は
、
險
を
用
ふ
る
に
非
ざ
る
な
り
。

あ
ま
ね

若
し
家
國
に
虞
有
ら
ば
、
須
ら
く
險
を
設
け
難
を
防
ぐ
べ
き
は
、
是
れ
「
用
ふ

る
に
時
有
る
」
な
り
。

象
曰
、
水
洊
至
、
習
坎
。

〔
重
險
懸
絕
、
故
「
水
洊
至
」
也
。
不
以
「
坎
」
爲
隔
絕
、
相
仍
而
至
、
習

乎
「
坎
」
也
。
〕

[

疏]

正
義
曰
、
重
險
懸
絕
、
其
水
不
以
險
之
懸
絕
、
水
亦
相
仍
而
至
、
故
謂
爲

＊

「
習
坎
」
也
。
以
人
之
便
習
於
「
坎
」
、
猶
若
水
之
洊
至
、
水
不
以
險
爲
難
也
。

「
水
亦
相
而
至
」

◎
單
疏
本･

廣
大
本･

足
利
八
行
本
に
従
い
、
阮
刻
本
の
「
仿
」
字

を
「
仍
」
字
に
改
め
る
。

象
に
曰
は
く
、
水

洊

に
至
る
は
、
習
坎
な
り
。

し
き
り

〔
重
險

懸
絕
す
、
故
に
「
水

洊

に
至
る
」
な
り
。
「
坎
」
を
以
て
隔
絕
を

し
き
り

爲
さ
ず
、
相
ひ
仍
り
て
至
る
は
、
「
坎
」
に
習
へ
ば
な
り
。
〕

よ

[

疏]

正
義
に
曰
は
く
、
重
險

懸
絕
し
、
其
の
水

險
の
懸
絕
を
以
て
せ
ず
、
水

も
亦
た
相
ひ
仍
り
て
至
る
、
故
に
謂
ひ
て
「
習
坎
」
と
爲
す
な
り
。
人
の
「
坎
」

よ

に
便
習
す
る
を
以
て
、
猶
ほ
水
の

洊

に
至
る
が
若
く
、
水
は
險
を
以
て
難
と

し
き
り

ご
と

爲
さ
ざ
る
な
り
。

君
子
以
常
德
行
、
習
教
事
。

〔
至
險
未
夷
、
教
不
可
廢
、
故
以
常
德
行
而
習
教
事
也
。
「
習
於
坎
」
、
然
後

乃
能
不
以
險
難
爲
困
、
而
德
行
不
失
常
也
。
故
則
夫
「
習
坎
」
、
以
常
德
行

而
習
教
事
也
。
〕

[

疏]

正
義
曰
、
言
君
子
當
法
此
、
便
習
於
坎
、
不
以
險
難
爲
困
。
當
守
德
行
而
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習
其
政
教
之
事
。
若
能
習
其
教
事
、
則
可
便
習
於
險
也
。

「
當
守
德
行
」

阮
校

閩･

監･

毛
本
同
。
宋
本
「
當
」
作
「
常
」
。

「
險
陗
之
極
」

阮
校

岳
本･

閩･

監･

毛
本
同
。
古
本
「
陗
」
作
「
欿
」。

君
子

以
て
德
行
を
常
に
し
、
教
事
を
習
ふ
。

〔
至
險

未
だ

夷

か
な
ら
ざ
る
も
、
教
は
廢
す
べ
か
ら
ず
、
故
に
以
て
德
行

た
ひ
ら

を
常
に
し
て
教
事
を
習
ふ
な
り
。
坎
に
習
ひ
、
然
る
後
に

乃

て
能
く
險

は
じ
め

難
を
以
て
困
と
爲
さ
ず
し
て
、
德
行

常
を
失
は
ざ
る
な
り
。
故
に
夫
の
「
習

か

坎
」
に

則

り
、
以
て
德
行
を
常
に
し
て
教
事
を
習
ふ
な
り
〕

の
っ
と

[

疏]

正
義
に
曰
は
く
、
言
ふ
こ
こ
ろ
は
君
子
は
當
に
此
に
法
り
、
坎
を
便
習
し
、

ま
さ

險
難
を
以
て
困
と
爲
さ
ざ
る
べ
し
。
當
に
德
行
を
守
り
て
其
の
政
教
の
事
を
習

ま
さ

ふ
べ
し
。
若
し
能
く
其
の
教
事
を
習
は
ば
、
則
ち
險
に
便
習
す
べ
き
な
り
。

も

初
六
、
「
習
坎
」
、
入
於
坎
窞
、
凶
。

〔
「
習
坎
」
者
、
習
爲
險
難
之
事
也
。
最
處
坎
底
、
入
坎
窞
者
也
。
處
重
險
而

復
入
坎
底
、
其
道
「
凶
」
也
。
行
險
而
不
能
自
濟
、
「
習
坎
」
而
入
坎
窞
、

失
道
而
窮
在
坎
底
、
上
无
應
援
可
以
自
濟
、
是
以
「
凶
」
也
。〕

[

疏]

正
義
曰
、
既
處
坎
底
、
上
无
應
援
、
是
習
爲
險
難
之
事
、
无
人
應
援
、
故

入
於
坎
窞
而
至
凶
也
。
以
其
失
道
、
不
能
自
濟
、
故
象
云
「
失
道
凶
」
也
。

初
六
は
、
坎
に
習
ひ
て
、
坎
窞
に
入
る
、
凶
な
り
。

か
ん
た
ん

〔
「
習
坎
」
と
は
、
險
難
の
事
を
爲
す
に
習
ふ
な
り
。
最
も
〈
坎
〉
の
底
に
處

り
、
坎

窞
〔
穴
の
底
〕
に
入
る
者
な
り
。
重
險
に
處
り
て
復
た
坎
底
に
入

か
ん
た
ん

り
、
其
の
道
は
「
凶
」
な
り
。
險
を
行
き
て
自
ら
濟
る
能
は
ず
、
「
坎
に
習

ひ
て
」
坎
窞
に
入
り
、
道
を
失
ひ
て
窮
ま
り
〈
坎
〉
の
底
に
在
り
、
上
に

應
援
し
て
以
て
自
ら
濟
る
べ
き
无
し
、
是
を
以
て
「
凶
」
な
り
。〕

こ
こ

[

疏]

正
義
に
曰
は
く
、
既
に
〈
坎
〉
の
底
に
處
り
、
上
に
應
援
无
き
は
、
是
れ

險
難
の
事
を
爲
す
に
習
ひ
、
人
の
應
援
す
る
无
し
、
故
に
坎
窞
に
入
り
て
凶
に

か
ん
た
ん

至
る
な
り
。
其
の
道
を
失
ひ
、
自
ら
濟
る
能
は
ざ
る
を
以
て
、
故
に
〈
象
〉
に

「
道
を
失
ひ
て
凶
」
と
云
ふ
な
り
。

象
曰
、「
習
坎
」
入
「
坎
」
、
失
道
凶
也
。

象
に
曰
は
く
、
「
坎
に
習
ひ
」
て
「
坎
」
に
入
る
は
、
道
を
失
ひ
て
凶
な
り
。

九
二
、
坎
有
險
。
求
小
得
。

〔
履
失
其
位
、
故
曰
「
坎
」
。
上
无
應
援
、
故
曰
「
有
險
」
。
坎
而
有
險
、
未

能
出
險
之
中
也
。
處
中
而
與
初
三
相
得
、
故
可
以
「
求
小
得
」
也
。
初
三

未
足
以
爲
援
、
故
曰
「
小
得
」
也
。
〕

[

疏]

正
義
曰
、
「
坎
有
險
」
者
、
履
失
其
位
、
故
曰
「
坎
」
也
。
上
无
應
援
、
故

曰
「
有
險
」
。
既
在
坎
難
而
又
遇
險
、
未
得
出
險
之
中
、
故
象
云
「
未
出
中
」
也
。

「
求
小
得
」
者
、
以
陽
處
中
、
初
三
來
附
、
故
可
以
「
求
小
得
」
也
。
初
三
柔

弱
、
未
足
以
爲
大
援
、
故
云
「
求
小
得
」
也
。

九
二
は
、
坎
に
險
有
り
。
求
め
て
小
し
く
得
。
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〔
履
む
こ
と
其
の
位
を
失
ふ
、
故
に
「
坎
」
と
曰
ふ
。
上
に
應
援
无
し
、
故

に
「
險
有
り
」
と
曰
ふ
。
坎
に
し
て
險
有
れ
ば
、
未
だ
險
の
中
よ
り
出
づ

る
能
は
ざ
る
な
り
。
中
に
處
り
て
初
・
三
と
相
ひ
得
る
、
故
に
以
て
「
求

め
て
小
し
く
得
」
べ
き
な
り
。
初
・
三
は
未
だ
以
て
援
と
爲
す
に
足
ら
ず
、

故
に
「
小
し
く
得
」
と
曰
ふ
な
り
。
〕

[

疏]

正
義
に
曰
は
く
、
「
坎
に
險
有
り
」
と
は
、
履
む
こ
と
其
の
位
を
失
ふ
、
故

に
「
坎
」
と
曰
ふ
な
り
。
上
に
應
援
无
し
、
故
に
「
險
有
り
」
と
曰
ふ
。
既
に

坎
難
に
在
り
て
又
た
險
に
遇
ひ
、
未
だ
險
の
中
よ
り
出
づ
る
を
得
ず
、
故
に
〈
象
〉

に
「
未
だ
中
を
出
で
ず
」
と
云
ふ
な
り
。
「
求
め
て
小
し
く
得
」
と
は
、
陽
を
以

て
中
に
處
り
、
初
・
三

來
た
り
附
く
、
故
に
以
て
「
求
め
て
小
し
く
得
」
べ
き

な
り
。
初
・
三
は
柔
弱
な
れ
ば
、
未
だ
以
て
大
援
と
爲
す
に
足
ら
ず
、
故
に
「
求

め
て
小
し
く
得
」
と
云
ふ
な
り
。

象
曰
、
「
求
小
得
」
、
未
出
中
也
。

象
に
曰
は
く
、
「
求
め
て
小
し
く
得
」
る
は
、
未
だ
中
を
出
で
ざ
れ
ば
な
り
。

六
三
、
來
之
坎
坎
。
險
且
枕
。
「
入
於
坎
窞
」
。
勿
用
。

〔
既
履
非
其
位
、
而
又
處
兩
坎
之
間
、
出
則
之
坎
、
居
則
亦
坎
、
故
曰
「
來

之
坎
坎
」
也
。「
枕
」
者
枕
枝
而
不
安
之
謂
也
。
出
則
无
之
、
處
則
无
安
、

＊

故
曰
「
險
且
枕
」
也
。
來
之
皆
坎
、
无
所
用
之
、
徒
勞
而
已
。〕

[

疏]

正
義
曰
、
「
來
之
坎
坎
」
者
、
履
非
其
位
、
而
處
兩
坎
之
間
、
出
之
與
居
、

皆
在
於
坎
、
故
云
「
來
之
坎
坎
」
也
。
「
險
且
枕
」
者
、
「
枕
」
、
枕
枝
而
不
安

＊

之
謂
也
。
出
則
无
應
、
所
以
險
處
則
不
安
、
故
「
且
枕
」
也
。「
入
於
坎
窞
」
者
、

出
入
皆
難
、
故
「
入
於
坎
窞
」
也
。
「
勿
用
」
者
、
不
可
出
行
。
若
其
出
行
、
終

＊

必
无
功
、
徒
勞
而
已
、
故
象
云
「
終
无
功
」
也
。

「
枕
枝
而
不
安
之
謂
也
」

阮
校

閩･

監･

毛
本
同
。
岳
本･

宋
本･

古
本･

足
利
本
無

「
枕
」
字
。
◎
足
利
八
行
本
に
も
「
枕
」
字
が
無
い
が
、
疏
文
で
は
單
疏
本･

廣

大
本･

足
利
八
行
本
に
は
「
枕
」
字
が
有
る
。

「
勿
用
者
不
出
行
」

阮
校

閩･

監･

毛
本
同
。
錢
本･

宋
本
「
不
」
下
有
「
可
」
字
。

◎
單
疏
本
・
廣
大
本
・
足
利
八
行
本
に
も
「
可
」
字
が
有
る
。

六
三
は
、
來
る
も
之
く
も
坎
坎
た
り
。
險
に
し
て
且
つ
枕
す
。「
坎
窞
に
入
る
」
。

ゆ

用
ふ
る
勿
か
れ
。

〔
既
に
履
む
こ
と
其
の
位
に
非
ず
、
而
し
て
又
た
兩
〈
坎
〉
の
間
に
處
り
、

出
づ
れ
ば
則
ち
〈
坎
〉
に
之
き
、
居
れ
ば
則
ち
亦
た
〈
坎
〉
な
り
、
故
に

ゆ

「
來
る
も
之
く
も
坎
坎
た
り
」
と
曰
ふ
な
り
。
「
枕
」
と
は
、
枝
を
枕
に
し

ゆ

て
安
か
ら
ざ
る
を
之
れ
謂
ふ
な
り
。
出
づ
れ
ば
則
ち
之
く
无
く
、
處
れ
ば

ゆ

則
ち
安
ん
ず
る
无
し
、
故
に
「
險
に
し
て
且
つ
枕
す
」
と
曰
ふ
な
り
。
來

る
も
之
く
も
皆
な
〈
坎
〉
に
し
て
、
之
れ
を
用
ふ
る
所
无
く
、
徒
勞
す
る

ゆ

の
み
。
〕

[

疏]

正
義
に
曰
は
く
、
「
來
る
も
之
く
も
坎
坎
た
り
」
と
は
、
履
む
こ
と
其
の
位

ゆ

に
非
ず
、
而
し
て
又
た
兩
〈
坎
〉
間
に
處
り
、
出
づ
る
と
居
る
と
、
皆
な
〈
坎
〉

に
在
り
、
故
に
「
來
る
も
之
く
も
坎
坎
た
り
」
と
云
ふ
な
り
。

ゆ

「
險
に
し
て
且
つ
枕
す
」
と
は
、
「
枕
」
は
枝
を
枕
に
し
て
安
か
ら
ざ
る
を
之

れ
謂
ふ
な
り
。
出
づ
れ
ば
則
ち
應
无
き
は
、
險
に
處
れ
ば
則
ち
安
か
ら
ざ
る
所
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以
な
り
、
故
に
「
且
つ
枕
す
」
る
な
り
。

「
坎
窞
に
入
る
」
と
は
、
出
入
皆
な
難
し
、
故
に
「
坎
窞
に
入
る
」
な
り
。「
用

か
ん
た
ん

か
ん
た
ん

ふ
る
勿
か
れ
」
と
は
、
出
で
て
行
く
べ
か
ら
ず
。
若
し
其
れ
出
で
て
行
か
ば
、

も

終
に
必
ず
功
无
く
、
徒
勞
な
る
の
み
、
故
に
〈
象
〉
に
「
終
に
功
无
し
」
と
云

ふ
な
り
。

象
曰
、
「
來
之
坎
坎
」
、
終
无
功
也
。

象
に
曰
は
く
、
「
來
る
も
之
く
も
坎
坎
た
り
」
と
は
、
終
に
功
无
き
な
り
。

ゆ

六
四
、
樽
酒
簋
貳
、
用
缶
。
納
約
自
牖
。
終
无
咎
。

〔
處
重
險
而
履
正
、
以
柔
居
柔
、
履
得
其
位
、
以
承
於
五
、
五
亦
得
位
、
剛

柔
各
得
其
所
、
不
相
犯
位
、
皆
无
餘
應
、
以
相
承
比
、
明
信
顯
著
、
不
存

外
飾
。
處
「
坎
」
以
斯
、
雖
復
一
樽
之
酒
、
二
簋
之
食
、
瓦
缶
之
器
、
納

此
至
約
、
自
進
於
牖
、
乃
可
羞
之
於
王
公
、
薦
之
於
宗
廟
、
故
「
終
无
咎
」

也
。
〕

[

疏]

「
象
曰
」
至
「
自
牖
終
无
咎
」
。

○
正
義
曰
、「
樽
酒
簋
貳
」
者
、
處
重
險
而
履
得
其
位
、
以
承
於
五
、
五
亦
得
位
、

剛
柔
各
得
其
所
、
皆
无
餘
應
、
以
相
承
比
、
明
信
顯
著
、
不
假
外
飾
。
處
「
坎
」

以
此
、
雖
復
一
樽
之
酒
、
二
簋
之
食
、
故
云
「
樽
酒
簋
貳
」
也
。「
用
缶
」
者
、

＊

既
有
「
樽
酒
簋
貳
」
、
又
用
瓦
缶
之
器
、
故
云
「
用
缶
」
也
。
「
納
約
自
牖
、
終

无
咎
」
者
、
納
此
儉
約
之
物
、
從
牖
而
薦
之
、
可
羞
於
王
公
、
可
薦
於
宗
廟
、

故
云
「
終
无
咎
」
也
。

「
二
簋
之
食
」

◎
竊
に
案
ず
る
に
、
こ
の
下
に
脱
文
が
有
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

六
四
は
、
樽
酒
簋
貳
あ
り
、

缶

を
用
ふ
。
約
を
納
る
る
に
牖
よ
り
す
。
終
に

そ
ん
し
ゅ

き

に

ほ
と
ぎ

い

ま
ど

咎
无
し
。

〔
重
險
に
處
り
て
正
を
履
み
、
柔
を
以
て
柔
に
居
り
、
履
む
こ
と
其
の
位
を

得
、
以
て
五
を
承
け
、
五
も
亦
た
位
を
得
、
剛
柔

各
お
の

其
の
所
を
得
、
位

を
相
ひ
犯
さ
ず
、
皆
な
餘
應
无
く
し
て
、
以
て
相
ひ
承
比
し
、
信
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
顯
著
に
し
て
、
外
飾
を
存
せ
ず
。
〈
坎
〉
に
處
る
に
斯
を
以

て
す
れ
ば
、
一
樽
の
酒
、
二
簋
の
食
、
瓦
缶
の
器
と
雖
復
も
、
此
の
至
約

い
へ
ど

を
納
れ
、
自
ら
牖
に
進
み
、
乃
ち
之
れ
を
王
公
に
羞
め
、
之
れ
を
宗
廟
に

す
す

薦
む
べ
し
、
故
に
「
終
に
咎
无
き
」
な
り
。
〕

[

疏]

「
象
曰
」
よ
り
「
自
牖
終
无
咎
」
に
至
る
ま
で
。

○
正
義
に
曰
は
く
、
「
樽
酒
簋
貳
あ
り
」
と
は
、
重
險
に
處
り
て
履
む
こ
と
其

そ
ん
し
ゅ

き

に

の
位
を
得
、
以
て
五
を
承
け
、
五
も
亦
た
位
を
得
、
剛
柔

各
お
の

其
の
所
を
得
、

皆
な
餘
應
无
く
し
て
、
以
て
相
ひ
承
比
し
、
信
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
顯
著
に

し
て
、
外
飾
を
假
ら
ず
。
〈
坎
〉
に
處
る
に
此
を
以
て
す
れ
ば
、
一
樽
の
酒
、
二

簋
の
食
と
雖
復
も
と
い
ふ
（
？
）
、
故
に
「
樽
酒
簋
貳
」
と
云
ふ
な
り
。

い
へ
ど

「
缶
を
用
ふ
」
と
は
、
既
に
「
樽
酒
簋
貳
」
有
り
、
又
た
瓦
缶
の
器
を
用
ふ
、

故
に
「
缶
を
用
ふ
」
と
云
ふ
な
り
。

「
約
を
納
る
る
に
牖
よ
り
す
。
終
に
咎
无
し
」
と
は
、
此
の
儉
約
の
物
を
納

い

ま
ど

る
る
に
、
牖
よ
り
し
て
之
れ
を
薦
め
、
王
公
に
羞
む
べ
く
、
宗
廟
に
薦
む
べ
し
、

す
す

故
に
「
終
に
咎
无
し
」
と
云
ふ
な
り
。
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象
曰
、
「
樽
酒
簋
貳
」
、
剛
柔
際
也
。

〔
剛
柔
相
比
而
相
親
焉
、
「
際
」
之
謂
也
。
〕

[

疏]

正
義
曰
、
釋
「
樽
酒
簋
貳
」
義
。
所
以
一
樽
之
酒
、
貳
簋
之
食
得
進
獻
者
、

以
六
四
之
柔
與
九
五
之
剛
、
兩
相
交
際
而
相
親
、
故
得
以
此
儉
約
而
爲
禮
也
。

象
曰
樽
酒
簋
貳
石
經･

岳
本･

閩･

監･

毛
本
同
。
釋
文
出
象
曰
樽
酒
簋
五
字
云
一
本
更
有

貳
字
眾
此
則
釋
文
與
石
經
不
合

象
に
曰
は
く
、
「
樽
酒
簋
貳
」
と
は
、
剛
柔

際
は
る
な
り
。

ま
じ

〔
剛
柔
相
ひ
比
し
て
相
ひ

親

む
は
、
「
際
は
る
」
を
之
れ
謂
ふ
な
り
。
〕

し
た
し

ま
じ

[

疏]

正
義
に
曰
は
く
、
「
樽
酒
簋
貳
」
の
義
を
釋
す
。
一
樽
の
酒
・
貳
簋
の
食
を

ば
進
獻
す
る
を
得
る
所
以
は
、
六
四
の
柔
と
九
五
の
剛
と
、
兩
つ
な
が
ら
相
ひ

交
際
し
て
相
ひ
親
し
む
を
以
て
、
故
に
此
の
儉
約
以
て
し
て
禮
と
爲
す
を
得
れ

ば
な
り
。

九
五
、
坎
不
盈
、
祗
既
平
、
无
咎
。

〔
爲
坎
之
主
、
而
无
應
輔
可
以
自
佐
、
未
能
盈
坎
者
也
。
坎
之
不
盈
、
則
險

不
盡
矣
。
祗
辭
也
。
爲
坎
之
主
、
盡
平
乃
无
咎
、
故
曰
「
祗
既
平
、
无
咎
」

也
。
説
既
平
乃
无
咎
、
明
九
五
未
免
於
咎
也
。
〕

＊

[

疏]

正
義
曰
、
「
坎
不
盈
」
者
、
爲
坎
之
主
、
而
无
應
輔
可
以
自
佐
、
險
難
未
能

盈
坎
、
猶
險
難
未
盡
也
。
故
云
「
坎
不
盈
」
也
。
「
祗
既
平
、
无
咎
」
者
、
祗
辭

也
、
謂
險
難
既
得
盈
滿
而
平
、
乃
得
「
无
咎
」
。
若
坎
未
盈
平
、
仍
有
咎
也
。

「
説
既
平
乃
无
咎
」

阮
校

岳
本･

閩･

監･

毛
本
同
。
古
本
「
説
」
作
「
謂
」
。

九
五
は
、
坎

盈
た
ず
、
祗
だ
既
に
平
ら
か
な
れ
ば
、
咎
无
し
。

み

た

〔
〈
坎
〉
の
主
と
爲
り
て
、
應
輔
し
て
以
て
自
ら
佐
く
る
无
く
、
未
だ
坎
を

た
す

盈
た
す
能
は
ざ
る
者
な
り
。
坎
の
盈
た
ざ
る
は
、
則
ち
險
は
盡
き
ず
。「
祗
」

は
辭
な
り
。
〈
坎
〉
の
主
と
爲
り
て
、
盡
く
平
ら
か
な
れ
ば
乃
ち
咎
无
し
、

故
に
「
祗
だ
既
に
平
ら
か
な
れ
ば
、
咎
无
し
」
と
曰
ふ
な
り
。
既
に
平
ら

た

か
な
れ
ば
乃
ち
咎
无
き
こ
と
を
説
き
、
九
五
の
未
だ
咎
を
免
か
れ
ざ
る
を

明
ら
か
に
す
る
な
り
。
〕

[

疏]

正
義
に
曰
は
く
、
「
坎

盈
た
ず
」
と
は
、
〈
坎
〉
の
主
と
爲
り
て
、
應
輔

み

し
て
以
て
自
ら
佐
く
べ
き
こ
と
无
く
、
險
難

未
だ
坎
を
盈
た
す
能
は
ず
、
猶
ほ

險
難

未
だ
盡
き
ざ
る
な
り
。
故
に
「
坎

盈
た
ず
」
と
云
ふ
な
り
。

み

「
祗
だ
既
に
平
ら
か
な
れ
ば
、
咎
无
し
」
と
は
、
「
祗
」
は
辭
な
り
、
險
難

既

に
盈
滿
し
て
平
ら
か
な
る
を
得
て
、

乃

て
「
无
咎
き
」
を
得
る
を
謂
ふ
。
若

は
じ
め

も

し
坎

未
だ
盈
ち
平
ら
か
な
ら
ざ
れ
ば
、
仍
ほ
咎
有
る
な
り
。

な

象
曰
、「
坎
不
盈
」
、
中
未
大
也
。

＊

[

疏]

正
義
曰
、
釋
「
坎
不
盈
」
之
義
。
雖
復
居
中
而
无
其
應
、
未
得
光
大
、
所

以
坎
不
盈
滿
也
。

「
中
未
大
也
」

阮
校

石
經･

岳
本･

閩･

監･

毛
本
同
。
集
解
「
大
」
上
有
「
光
」
字
。

案
疏
亦
云
「
未
得
光
大
」。

象
に
曰
は
く
、
「
坎

盈
た
ず
」
、
中

未
だ
大
な
ら
ざ
る
な
り
。

み

[

疏]

正
義
に
曰
は
く
、
「
坎

盈
た
ず
」
の
義
を
釋
す
。
中
に
居
る
と
雖
復
も
而

み

い
へ
ど
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も
其
の
應
无
く
、
未
だ
光
大
な
る
を
得
ざ
る
は
、
坎
の
盈
滿
せ
ざ
る
所
以
な
り
。

上
六
、
係
用
徽
纆
、
置
於
叢
棘
、
三
歳
不
得
、
凶
。

〔
險
峭
之
極
、
不
可
升
也
。
嚴
法
峻
整
、
難
可
犯
也
。
宜
其
囚
執
置
于
思
過

之
地
。
三
歳
險
道
之
夷
也
。
險
終
乃
反
、
故
三
歳
不
得
自
脩
、
三
歳
乃
可

以
求
復
、
故
曰
「
三
歳
不
得
、
凶
」
也
。
〕

[

疏]

正
義
曰
、
「
係
用
徽
纆
、
置
於
叢
棘
」
者
、
險
峭
之
極
、
不
可
升
上
。
嚴
法

峻
整
、
難
可
犯
觸
。
上
六
居
此
險
峭
之
處
、
犯
其
峻
整
之
威
、
所
以
被
係
用
其

徽
纆
之
繩
。
「
置
於
叢
棘
」
、
謂
囚
執
之
處
、
以
棘
叢
而
禁
之
也
。
「
三
歳
不
得
、

凶
」
者
、
謂
險
道
未
終
、
三
歳
已
來
、
不
得
其
吉
、
而
有
凶
也
。
險
終
乃
反
。

若
能
自
修
、
三
歳
後
可
以
求
復
自
新
。
故
象
云
「
上
六
失
道
、
凶
三
歳
也
」
。

言
失
道
之
凶
、
唯
三
歳
之
後
可
以
免
也
。

上
六
、
係
る
に
徽
纆
を
用
ひ
、
叢

棘

に
寘
き
、
三
歳
ま
で
得
ず
、
凶
な
り
。

し
ば

き

ぼ
く

そ
う
き
よ
く

お

〔
險
峭
の
極
は
、
升
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
嚴
法

峻
整
な
る
は
、
犯
す
べ
き

こ
と
難
き
な
り
。
宜
な
り
其
の
囚
執
し
て
思
過
〔
反
省
〕
の
地
に
寘
く
こ

お

と
。
三
歳
な
れ
ば
、
險
道
は
之
れ

夷

か
な
り
。
險
終
れ
ば
乃
ち
反
る
、

た
ひ
ら

故
に
三
歳
ま
で
は
自
ら
脩
む
る
を
得
ず
、
三
歳
に
し
て

乃

て
以
て
復
す

は
じ
め

る
を
求
む
べ
し
、
故
に
「
三
歳
ま
で
得
ず
、
凶
」
と
曰
ふ
な
り
。
〕

[

疏]

正
義
に
曰
は
く
、
「
係
る
に
徽
纆
を
用
ひ
、
叢
棘
に
寘
く
」
と
は
、
險
峭

し
ば

き

ぼ
く

お

の
極
は
、
升
上
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
嚴
法

峻
整
な
る
は
、
犯
觸
す
べ
き
こ
と

の

ぼ

難
し
。
上
六

此
の
險
峭
の
處
に
居
り
、
其
の
峻
整
の
威
を
犯
す
は
、
係
ら
る

し
ば

る
に
其
の
徽
纆
の
繩
を
用
ふ
る
所
以
な
り
。
「
叢
棘
に
寘
く
」
と
は
、
囚
執
の
處

お

を
謂
ひ
、
棘
叢
〔
い
ば
ら
の
し
げ
み
〕
を
以
て
し
て
之
れ
を
禁
ず
る
な
り
。

「
三
歳
ま
で
得
ず
、
凶
な
り
」
と
は
、
險
道

未
だ
終
ら
ず
、
三
歳
已
來
、
其

の
吉
を
得
ず
し
て
、
凶
有
る
を
謂
ふ
な
り
。
險

終
れ
ば
乃
ち
反
る
。
若
し
能
く

も

自
ら
修
む
れ
ば
、
三
歳
の
後
に
以
て
復
す
る
を
求
め
て
自
ら
新
た
に
す
べ
し
。

故
に
〈
象
〉
に
「
上
六
の

道
を
失
ふ
、
凶
な
る
こ
と
三
歳
な
り
」
と
云
ふ
。
失

道
の
凶
は
、
唯
だ
三
歳
の
後
に
し
て
以
て
免
る
べ
き
を
言
ふ
な
り
。

象
曰
、
上
六
失
道
、
凶
三
歳
也
。

象
に
曰
は
く
、
上
六
の

道
を
失
ふ
、
凶
な
る
こ
と
三
歳
な
り
。

離
下

☲
☲

離
、
利
貞
、
亨
。

離
上

〔
離
之
爲
卦
、
以
柔
爲
正
、
故
必
貞
而
後
乃
亨
。
故
曰
「
利
貞
、
亨
」
也
。
〕

[

疏]

「
離
利
貞
亨
」
。

○
正
義
曰
、
離
麗
也
。
麗
謂
附
著
也
。
言
萬
物
各
得
其
所
附
著
處
、
故
謂
之
「
離
」

也
。「
利
貞
、
亨
」
者
、
離
卦
之
體
、
陰
柔
爲
主
、
柔
則
近
於
不
正
、
不
正
則
不

亨
通
、
故
利
在
行
正
、
乃
得
亨
通
。
以
此
故
「
亨
」
在
「
利
貞
」
之
下
、
故
云

「
利
貞
、
亨
」
。

○
注
「
離
之
爲
卦
」
至
「
利
貞
亨
也
」
。

○
正
義
曰
、
「
離
之
爲
卦
、
以
柔
爲
正
」
者
、
二
與
五
俱
是
陰
爻
、
處
於
上
下
兩

周易正義訓讀 ―坎卦・離卦―（野間）
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卦
之
中
、
是
以
柔
爲
正
。

離
は
、
貞
し
き
に
利
あ
り
、
亨
る
。

〔
〈
離
〉
の
卦
爲
る
、
柔
を
以
て
正
を
爲
す
、
故
に
必
ず
貞
し
く
し
て
而
る
後

に

乃

て
亨
る
。
故
に
「
貞
し
き
に
利
あ
り
、
亨
る
」
と
曰
ふ
な
り
。
〕

は
じ
め

[

疏]

「
離
利
貞
亨
」。

○
正
義
に
曰
は
く
、「
離
」
は
麗
〔
つ
く
〕
な
り
。
麗
は
附
著
す
る
を
謂
ふ
な
り
。

言
ふ
こ
こ
ろ
は
萬
物
各
お
の

其
の
附
著
す
る
所
の
處
を
得
、
故
に
之
れ
を
「
離
」

と
謂
ふ
な
り
。
「
貞
し
き
に
利
あ
り
、
亨
る
」
と
は
、
〈
離
〉
卦
の
體
、
陰
柔
を

ば
主
と
爲
し
、
柔
な
れ
ば
則
ち
不
正
に
近
く
、
不
正
な
れ
ば
則
ち
亨
通
せ
ず
、

故
に
利
は
正
し
き
を
行
ふ
に
在
り
て
、

乃

て
亨
通
す
る
を
得
。
此
の
故
を
以

は
じ
め

て
「
亨
」
は
「
利
貞
」
の
下
に
在
り
、
故
に
「
貞
し
き
に
利
あ
り
、
亨
る
」
と

云
ふ
。

○
注
の
「
離
之
爲
卦
」
よ
り
「
利
貞
亨
也
」
に
至
る
ま
で
。

○
正
義
に
曰
は
く
、
「
〈
離
〉
の
卦
爲
る
、
柔
を
以
て
正
を
爲
す
」
と
は
、
二
と

五
と
は
俱
に
是
れ
陰
爻
に
し
て
、
上
下
兩
卦
の
中
に
處
る
は
、
是
れ
柔
を
以
て

正
を
爲
す
な
り
。

畜
牝
牛
、
吉
。

〔
柔
處
於
內
而
履
正
中
、
牝
之
善
也
。
外
強
而
內
順
、
牛
之
善
也
。
離
之
爲

體
、
以
柔
順
爲
主
者
也
。
故
不
可
以
畜
剛
猛
之
物
、
而
「
吉
」
於
「
畜
牝

牛
」
也
。
〕

[

疏]

「
畜
牝
牛
吉
」。

○
正
義
曰
、
柔
處
於
內
而
履
正
中
、
是
牝
之
善
者
。
外
強
內
順
、
是
牛
之
善
者

也
。
離
之
爲
體
、
以
柔
順
爲
主
、
故
畜
養
牝
牛
、
乃
得
其
吉
。
若
畜
養
剛
健
、

則
不
可
也
。
此
云
「
畜
牝
牛
」
、
假
象
以
明
人
事
也
。
言
離
之
爲
德
、
須
內
順
外

強
、
而
行
此
德
則
得
吉
也
。
若
內
剛
外
順
、
則
反
離
之
道
也
。

○
注
「
柔
處
於
內
」
至
「
畜
牝
牛
也
」
。

○
正
義
曰
、
「
柔
處
於
內
而
履
正
中
、
牝
之
善
也
」
者
、
若
柔
不
處
於
內
、
似
婦

＊

人
而
預
外
事
。
若
柔
而
不
履
正
中
、
則
邪
僻
之
行
、
皆
非
牝
之
善
也
。
若
柔
能

處
中
、
行
能
履
正
、
是
爲
牝
之
善
也
。
云
「
外
強
而
內
順
、
牛
之
善
」
者
、
若

內
外
俱
強
、
則
失
於
猛
害
。
若
外
內
俱
順
、
則
失
於
劣
弱
。
唯
外
強
內
順
、
於

用
爲
善
、
故
云
「
外
強
內
順
、
牛
之
善
也
」
。
「
離
之
爲
體
、
以
柔
順
爲
主
、
故

不
可
以
畜
剛
猛
之
物
」
者
、
既
以
柔
順
爲
主
、
若
畜
剛
猛
之
物
、
則
反
其
德
、

故
不
可
畜
剛
猛
而
「
畜
牝
牛
」
也
。

「
似
婦
人
而
預
外
事
」

阮
校

閩
本
下
衍
「
也
」
字
。
監･

毛
本
亦
有
「
也
」
字
。「
似
」

作
「
以
」
。
宋
本
作
「
似
」
、
錢
本
作
「
以
」
。
◎
單
疏
本
・
廣
大
本
・
足
利
八
行

本
は
「
似
」
字
に
作
る
。

牝
牛
を

畜

ふ
、
吉
な
り
。

や
し
な

〔
柔

內
に
處
り
て
正
中
を
履
む
は
、
牝
の
善
な
り
。
外
は
強
く
し
て
內
の
順

な
る
は
、
牛
の
善
な
り
。
〈
離
〉
の
體
爲
る
、
柔
順
を
以
て
主
と
爲
す
者
な

り
。
故
に
以
て
剛
猛
の
物
を
畜
ふ
べ
か
ら
ず
、
而
し
て
「
吉
」
は
「
牝
牛

を
畜
ふ
」
に
於
い
て
す
る
な
り
。
〕

[
疏]
「
畜
牝
牛
吉
」
。

○
正
義
に
曰
は
く
、
柔

內
に
處
り
て
正
中
を
履
む
は
、
是
れ
牝
の
善
な
る
者
な

り
。
外
は
強
く
し
て
內
の
順
な
る
は
、
是
れ
牛
の
善
な
る
者
な
り
。
〈
離
〉
の
體
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爲
る
、
柔
順
を
以
て
主
と
爲
す
、
故
に
牝
牛
を
畜
養
し
て
、
乃
ち
其
の
吉
を
得
。
若も

し
剛
健
を
畜
養
す
れ
ば
、
則
ち
不
可
な
り
。

此
に
「
牝
牛
を
畜
ふ
」
と
云
ふ
は
、
象
を
假
り
て
以
て
人
事
を
明
ら
か
に
す

る
な
り
。
〈
離
〉
の
德
爲
る
、
內
順
外
強
を
須
ち
て
、
此
の
德
を
行
へ
ば
則
ち
吉

ま

を
得
る
を
言
ふ
な
り
。
若
し
內
剛
外
順
な
れ
ば
、
則
ち
〈
離
〉
の
道
に
反
す
る

も

な
り
。

○
注
の
「
柔
處
於
內
」
よ
り
「
畜
牝
牛
也
」
に
至
る
ま
で
。

○
正
義
に
曰
は
く
、「
柔

內
に
處
り
て
正
中
を
履
む
は
、
牝
の
善
な
り
」
と
は
、
若も

し
柔

內
に
處
ら
ざ
れ
ば
、
婦
人
に
し
て
外
事
に

預

る
に
似
た
り
。
若
し
柔
に

あ
づ
か

し
て
正
中
を
履
ま
ざ
れ
ば
、
則
ち
邪
僻
の
行
ひ
に
し
て
、
皆
な
牝
の
善
に
非
ざ

る
な
り
。
若
し
柔

能
く
中
に
處
り
、
行
ひ
能
く
正
を
履
む
は
、
是
れ
牝
の
善
爲

る
な
り
。

「
外
は
強
く
し
て
內
の
順
な
る
は
、
牛
の
善
な
り
」
と
云
ふ
は
、
若
し
內
外

も

俱
に
強
け
れ
ば
、
則
ち
猛
害
に
失
ふ
。
若
し
外
內

俱
に
順
な
れ
ば
、
則
ち
劣
弱

に
失
ふ
。
唯
だ
外
強
內
順
の
み
、
用
に
於
い
て
善
を
爲
す
、
故
に
「
外
は
強
く

し
て
內
の
順
な
る
は
、
牛
の
善
な
り
」
と
云
ふ
。

「
〈
離
〉
の
體
爲
る
、
柔
順
を
以
て
主
と
爲
す
、
故
に
以
て
剛
猛
の
物
を
畜
ふ

べ
か
ら
ず
」
と
は
、
既
に
柔
順
を
以
て
主
と
爲
す
に
、
若
し
剛
猛
の
物
を
畜
へ

ば
、
則
ち
其
の
德
に
反
す
、
故
に
剛
猛
を
畜
ふ
べ
か
ら
ず
し
て
「
牝
牛
を
畜
ふ
」

な
り
。

彖
曰
、
離
麗
也
。

〔
麗
猶
著
也
。
各
得
所
著
之
宜
。
〕

[

疏]

正
義
曰
、
釋
離
卦
之
名
。
麗
謂
附
著
也
。
以
陰
柔
之
質
、
附
著
中
正
之
位
、

得
所
著
之
宜
、
故
云
「
麗
」
也
。

彖
に
曰
は
く
、
離
は
麗
な
り
。

〔
麗
は
猶
ほ
著
の
ご
と
き
な
り
。
各
お
の

著
く
所
の
宜
を
得
。
〕

[

疏]

正
義
に
曰
は
く
、
〈
離
〉
卦
の
名
を
釋
す
。
「
麗
」
は
附
著
を
謂
ふ
な
り
。

陰
柔
の
質
を
以
て
、
中
正
の
位
に
附
著
し
、
著
く
所
の
宜
を
得
、
故
に
「
麗
」

と
云
ふ
な
り
。

日
月
麗
乎
天
、
百
穀
草
木
麗
乎
土
。
重
明
以
麗
乎
正
、
乃
化
成
天
下
。
柔
麗
乎

中
正
、
故
亨
。
是
以
「
畜
牝
牛
、
吉
」
也
。

〔
柔
著
於
中
正
、
乃
得
通
也
。
柔
通
之
吉
、
極
於
「
畜
牝
牛
」
、
不
能
及
剛
猛

也
。
〕

[

疏]

「
日
月
麗
乎
天
」
至
「
是
以
畜
牝
牛
吉
也
」
。

○
正
義
曰
、
「
日
月
麗
乎
天
、
百
穀
草
木
麗
乎
土
」
者
、
此
廣
明
附
著
之
義
。
以

柔
附
著
中
正
、
是
附
得
宜
、
故
廣
言
所
附
得
宜
之
事
也
。
「
重
明
以
麗
乎
正
、
乃

化
成
天
下
」
者
、
此
以
卦
象
、
説
離
之
功
德
也
、
并
明
「
利
貞
」
之
義
也
。
「
重

明
」
、
謂
上
下
俱
離
。
「
麗
乎
正
」
者
、
謂
兩
陰
在
內
。
既
有
重
明
之
德
、
又
附

＊

於
正
道
、
所
以
「
化
成
天
下
」
也
。
然
陰
居
二
位
、
可
謂
爲
正
。
若
陰
居
五
位
、

非
其
正
位
、
而
云
「
重
明
麗
乎
正
」
者
、
以
五
處
於
中
正
、
又
居
尊
位
、
雖
非

陰
陽
之
正
、
乃
是
事
理
之
正
、
故
總
云
「
麗
於
正
」
也
。「
柔
麗
乎
中
正
、
故
亨
。

是
以
畜
牝
牛
、
吉
」
者
、
釋
經
「
亨
」
義
也
、
又
總
釋
「
畜
牝
牛
、
吉
」
也
。

＊

「
柔
麗
於
中
正
」
、
謂
六
五
・
六
二
之
柔
、
皆
麗
於
中
。
中
則
不
偏
、
故
云
「
中
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正
」
。
以
中
正
爲
德
、
故
萬
事
亨
。
以
中
正
得
通
、
故
畜
養
牝
牛
而
得
吉
也
、
以

＊

牝
牛
有
中
正
故
也
。
案
諸
卦
之
彖
、
釋
卦
名
之
下
、
乃
釋
卦
下
之
義
、
於
後
乃

＊

歎
而
美
之
。
此
彖
既
釋
卦
名
、
即
廣
歎
爲
卦
之
美
、
乃
釋
卦
下
之
義
、
與
諸
卦

＊

不
例
者
、
此
乃
夫
子
隨
義
則
言
、
因
文
之
便
也
。
此
既
釋
「
離
」
名
麗
、
因
廣

説
日
月
草
木
所
麗
之
事
、
然
後
却
明
卦
下
之
義
、
更
无
義
例
。

「
麗
乎
正
也
者
」

阮
校

閩･

監･

毛
本
同
。
浦
鏜
云
「
也
」
當
衍
字
。
◎
浦
鏜
説
に

従
う
。

「
是
以
牝
牛
吉
者
」

阮
校

錢
本･

宋
本
同
。
閩･

監･

毛
本
「
者
」
誤
「
言
」
。
◎
廣

大
本
に
従
い
「
畜
」
字
を
補
う
。
諸
本
み
な
誤
脱
す
る
。

「
故
云
柔
麗
乎
中
正
」

阮
校

[
補]
案
「
云
柔
麗
乎
」
四
字
、
毛
本
作
「
萬
事
亨
以
」

是
也
。
◎
阮
刻
本
の
誤
刻
。
諸
本
は
み
な
毛
本
に
同
じ
。

「
有
中
正
而
柔
順
故
離
之
彖
」

阮
校

[

補]
案
「
而
柔
順
故
離
」
五
字
、
毛
本
作
「
故

也
案
諸
卦
」
是
也
。
◎
阮
刻
本
の
誤
刻
。
諸
本
は
み
な
毛
本
に
同
じ

「
此
彖
既
釋
卦
名
」

阮
校

十
行
本
「
此
彖
既
釋
卦
」
五
字
闕
。
閩･

監･

毛
本
如
此
。

下
「
例
者
此
」
三
字
、
「
麗
因
廣
説
日
月
草
木
所
麗
」
十
字
、
「
義
更
无
義
例
」
五

字
並
同
。
○[

補]

今
並
依
挍
補
栞
。

日
月
は
天
に
麗
き
、
百
穀
草
木
は
土
に
麗
く
。
重
明

以
て
正
に
麗
き
、
乃
ち
天

つ

下
を
化
成
す
。
柔

中
正
に
麗
く
、
故
に
亨
る
。
是
を
以
て
「
牝
牛
を
畜
ふ
、

こ
こ

吉
」
な
り
。

〔
柔
は
中
正
に
著
き
て
、
乃

て
通
ず
る
を
得
る
な
り
。
柔

通
ず
る
の
吉
は
、

は
じ
め

「
牝
牛
を

畜

ふ
」
に
極
ま
り
、
剛
猛
に
及
ぼ
す
能
は
ざ
る
な
り
。
〕

や
し
な

[

疏]

「
日
月
麗
乎
天
」
至
「
是
以
畜
牝
牛
吉
也
」
。

○
正
義
に
曰
は
く
、「
日
月
は
天
に
麗
き
、
百
穀
草
木
は
土
に
麗
く
」
と
は
、
此

つ

れ
廣
く
附
著
の
義
を
明
ら
か
に
す
。
柔
を
以
て
中
正
に
附
著
す
る
は
、
是
れ
附

す
る
こ
と
宜
を
得
、
故
に
附
す
る
所

宜
を
得
る
の
事
を
廣
く
言
ふ
な
り
。

「
重
明

以
て
正
に
麗
き
、
乃
ち
天
下
を
化
成
す
」
と
は
、
此
れ
卦
の
象
を
以

て
、〈
離
〉
の
功
德
を
説
き
、
并
せ
て
「
利
貞
」
の
義
を
明
ら
か
に
す
る
な
り
。

「
重
明
」
と
は
、
上
下

俱
に
〈
離
〉
な
る
を
謂
ふ
。
「
正
に
麗
く
」
と
は
、
兩

陰

內
に
在
る
を
謂
ふ
。
既
に
重
明
の
德
有
り
て
、
又
た
正
道
に
附
く
は
、
「
天

下
を
化
成
す
」
る
所
以
な
り
。

然
ら
ば
陰
の

二
位
に
居
る
は
、
「
正
」
と
爲
す
と
謂
ふ
べ
し
。
若
し
陰

五
位

も

に
居
れ
ば
、
其
の
正
位
に
非
ざ
る
に
、
而
も
「
重
明

正
に
麗
く
」
と
云
ふ
は
、

五
の

中
正
に
處
り
、
又
た
尊
位
に
居
る
を
以
て
、
陰
陽
の
正
に
非
ず
と
雖
も
、

乃
ち
是
れ
事
理
の
正
な
り
、
故
に
總
べ
て
「
正
に
麗
く
」
と
云
ふ
な
り
。

「
柔

中
正
に
麗
く
、
故
に
亨
る
。
是
を
以
て
牝
牛
を
畜
ふ
は
、
吉
」
と
は
、

こ
こ

經
の
「
亨
」
の
義
を
釋
し
、
又
た
總
べ
て
「
牝
牛
を
畜
ふ
、
吉
」
を
釋
す
る
な

り
。

「
柔
は
中
正
に
麗
く
」
と
は
、
六
五
・
六
二
の
柔
、
皆
な
中
に
麗
く
を
謂
ふ
。

中
な
れ
ば
則
ち
偏
ら
ず
、
故
に
「
中
正
」
と
云
ふ
。
中
正
を
以
て
德
と
爲
す
、

故
に
萬
事

亨
る
。
中
正
を
以
て
通
ず
る
を
得
、
故
に
牝
牛
を
畜
養
し
て
吉
を
得

る
は
、
牝
牛
に
中
正
有
る
を
以
て
の
故
な
り
。

諸
卦
の
〈
彖
〉
を
案
ず
る
に
、
卦
名
を
釋
す
る
の
下
に
、
乃
ち
卦
下
の
義
を

釋
し
、
後
に
於
い
て
乃
ち
歎
じ
て
之
れ
を
美
む
。
此
の
〈
彖
〉
は
既
に
卦
名
を

ほ

釋
し
、
即
ち
廣
く
歎
じ
て
卦
の
美
を
爲
し
、
乃
ち
卦
下
の
義
を
釋
し
、
諸
卦
と

例
な
ら
ざ
る
は
、
此
は
乃
ち
夫
子

義
に
隨
ひ
て
則
ち
言
ひ
、
文
の
便
に
因
れ
ば

な
り
。
此
に
既
に
〈
離
〉
を
釋
し
て
麗
と
名
づ
け
、
因
り
て
廣
く
日
月
草
木
の

麗
く
所
の
事
を
説
き
、
然
る
後
に
却
て
卦
下
の
義
を
明
ら
か
に
す
る
に
て
、
更
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に
義
例
无
し
。

象
曰
、
明
兩
作
、
離
。
大
人
以
繼
明
照
於
四
方
。

〔
「
繼
」
謂
不
絕
也
。
明
照
相
繼
、
不
絕
曠
也
。〕

＊

[

疏]

正
義
曰
、
「
明
兩
作
、
離
」
者
、
離
爲
日
、
日
爲
明
。
今
有
上
下
二
離
、
故

＊

云
「
明
兩
作
、
離
」
也
。
案
八
純
之
卦
、
論
象
不
同
、
各
因
卦
體
、
事
義
隨
文

而
發
。
乾
・
坤
不
論
上
下
之
體
、
直
總
云
「
天
行
健
」
、
「
地
勢
坤
」
、
以
天
地

之
大
、
故
總
稱
上
下
二
體
也
。
雷
是
連
續
之
至
、
水
爲
流
注
不
已
、
義
皆
取
連

續
相
因
、
故
震
云
「
洊
雷
」
、
坎
云
「
洊
至
」
也
。
風
是
搖
動
相
隨
之
物
、
故
云

「
隨
風
巽
」
也
。
山
澤
各
自
爲
體
、
非
相
入
之
物
、
故
云
「
兼
山
艮
」
、
「
麗
澤

兌
」
、
是
兩
物
各
行
也
。
今
明
之
爲
體
、
前
後
各
照
、
故
云
「
明
兩
作
、
離
」
、

是
積
聚
兩
明
、
乃
作
於
離
。
若
一
明
暫
絕
、
其
離
未
久
、
必
取
兩
明
前
後
相
續
、

乃
得
作
離
卦
之
美
。
故
云
「
大
人
以
繼
明
照
於
四
方
」
、
是
繼
續
其
明
、
乃
照
於

四
方
。
若
明
不
繼
續
、
則
不
得
久
爲
照
臨
、
所
以
特
云
「
明
兩
作
、
離
」
、
取
不

絕
之
義
也
。

「
繼
謂
不
絕
也
明
照
相
繼
不
絕
曠
也
」

阮
校

此
注
十
行
本
止
有
「
也
明
照
也
」
四

字
、
餘
並
闕
。
岳
本
如
此
。
閩･

監･

毛
本
同
。
釋
文
「
明
照
相
繼
」
一
本
無
「
明

照
」
二
字
。
○[

補]

今
依
挍
補
栞
。

「
今
有
上
下
二
體
故
云
明
兩
作
離
也
」

阮
校

錢
本･

宋
本
「
體
」
作
「
離
」
。
案
十

行
本
「
此
文
有
上
至
故
云
」
七
字
缺
。
閩･

監･

毛
本
如
此
。
下
「
體
事
義
隨
文
而

發
」
七
字
、「
揔
稱
」
二
字
、「
取
連
續
相
因
」
五
字
、「
隨
風
巽
」
三
字
、「
兩
物
」

二
字
、
「
積
聚
兩
明
」
四
字
並
同
。
○[

補]

今
並
依
挍
補
栞
。
◎
單
疏
本･

廣
大
本

･

足
利
八
行
本
は
「
離
」
字
に
作
る
。

象
に
曰
は
く
、
明

兩

作
る
は
、
離
な
り
。
大
人

以
て
明
を
繼
ぎ
て
四
方
を

ふ
た
た
び
お
こ

照
ら
す
。

〔
「
繼
」
と
は
絕
た
ざ
る
を
謂
ふ
な
り
。
明
照
す
る
こ
と
相
ひ
繼
ぎ
、
曠
〔
明
〕

く
わ
う

を
絕
た
ざ
る
な
り
。
〕

[

疏]

正
義
に
曰
は
く
、
「
明

兩

作
る
は
、
離
な
り
」
と
は
、
〈
離
〉
を
日
と

ふ
た
た
び

爲
し
、
日
を
明
と
爲
す
。
今

上
下
の
二
〈
離
〉
有
り
、
故
に
「
明

兩

作
る

ふ
た
た
び

は
、
離
」
と
云
ふ
な
り
。

八
純
の
卦
を
案
ず
る
に
、
象
を
論
ず
る
こ
と
同
じ
か
ら
ず
、
各
お
の

卦
體
に
因

り
、
事
義
は
文
に
隨
ひ
て
發
す
。
〈
乾
〉
・
〈
坤
〉
は
上
下
の
體
を
論
ぜ
ず
、
直

だ
總
べ
て
「
天
行
は
健
」
、
「
地
勢
は
坤
」
と
云
ふ
の
み
な
る
は
、
天
地
の
大
な

る
を
以
て
、
故
に
上
下
二
體
を
總
稱
す
る
な
り
。
「
雷
」
は
是
れ
連
續
の
至
り
に

て
、
水
は
流
注
を
爲
し
て
已
ま
ざ
れ
ば
、
義
は
皆
な
連
續
し
て
相
ひ
因
る
に
取

る
、
故
に
〈
震
〉
に
「

洊

に
雷
あ
り
」
と
云
ひ
、
〈
坎
〉
に
「
洊
に
至
る
」
と

し
き
り

云
ふ
な
り
。
「
風
」
は
是
れ
搖
動
し
て
相
ひ
隨
ふ
の
物
な
り
、
故
に
「
風
に
隨
ふ

は
巽
」
と
云
ふ
な
り
。
山
・
澤
は
各
自

體
を
爲
し
、
相
ひ
入
る
の
物
に
非
ず
、

お
の
お
の

故
に
「
兼
ぬ
る
山
は
艮
」
、
「
麗
な
る
澤
は
兌
」
と
云
ふ
は
、
是
れ
兩
物
各
お
の

行

く
な
り
。

今
「
明
」
の
體
爲
る
、
前
後

各
お
の

照
ら
す
、
故
に
「
明

兩

作
る
は
、
離

ふ
た
た
び

な
り
」
と
云
ふ
は
、
是
れ
兩
明
を
積
聚
し
て
、

乃

て
〈
離
〉
に
作
る
。
若
し

は
じ
め

お
こ

も

一
明
な
れ
ば
暫
く
し
て
絕
え
、
其
の
〈
離
〉
は
未
だ
久
し
か
ら
ず
、
必
ず
兩
明

前
後
相
ひ
續
く
を
取
り
て
、

乃

て
〈
離
〉
卦
の
美
を
作
す
を
得
。
故
に
「
大

は
じ
め

人

以
て
明
を
繼
ぎ
て
四
方
を
照
ら
す
」
と
云
ふ
は
、
是
れ
其
の
明
を
繼
續
し
て
、

乃

て
四
方
を
照
ら
す
な
り
。
若
し
明

繼
續
せ
ざ
れ
ば
、
則
ち
久
し
く
は
照
臨

は
じ
め

も
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を
爲
す
を
得
ず
、
特
に
「
明

兩

作
る
は
、
離
な
り
」
と
云
ひ
、
不
絕
の
義

ふ
た
た
び
お
こ

を
取
る
所
以
な
り
。

初
九
、
履
錯
然
。
敬
之
、
无
咎
。

〔
「
錯
然
」
者
、
警
愼
之
貌
也
。
處
離
之
始
、
將
進
而
盛
、
未
在
既
濟
、
故
宜

愼
其
所
履
、
以
敬
爲
務
、
辟
其
咎
也
。
〕

[

疏]

「
初
九
履
錯
然
敬
之
无
咎
」
。

○
正
義
曰
、
「
履
錯
然
」
者
、
身
處
離
初
、
將
欲
前
進
、
其
道
未
濟
、
故
其
所
履

踐
、
恆
錯
然
敬
愼
、
不
敢
自
寧
、
故
云
「
履
錯
然
、
敬
之
、
无
咎
」。
若
能
如
此

恭
敬
、
則
得
避
其
禍
而
「
无
咎
」
。
故
象
云
「
履
錯
之
敬
、
以
避
咎
也
」
。

○
注
「
錯
然
者
、
警
愼
之
貌
也
」
至
「
辟
其
咎
也
」
。

○
正
義
曰
、
「
錯
然
者
警
愼
之
貌
」
者
、
錯
是
警
懼
之
狀
、
其
心
未
寧
、
故
「
錯

＊

然
」
也
。
言
「
處
離
之
始
、
將
進
而
盛
、
未
在
既
濟
」
者
、
「
將
進
而
盛
」
、
謂

將
欲
前
進
而
向
盛
也
。
若
位
在
於
三
、
則
得
「
既
濟
」
。
今
位
在
於
初
、
是
未
在

「
既
濟
」
。
謂
功
業
未
大
、
故
宜
愼
其
所
履
、
恆
須
錯
然
避
咎
也
。

「
是
警
懼
之
狀
」

阮
校

閩･

監･

毛
本
同
。
宋
本
上
有
「
錯
」
字
。
◎
單
疏
本･

廣

大
本･

足
利
八
行
本
に
は
「
錯
」
字
が
有
る
。
こ
れ
が
正
し
い
。

初
九
は
、
履
む
こ
と
錯
然
た
り
。
之
れ
を

敬

む
と
き
は
、
咎
无
し
。

さ
く

つ
つ
し

〔
「
錯
然
」
と
は
、
警
愼
の
貌
な
り
。
〈
離
〉
の
始
に
處
り
、
將
に
進
み
て
盛

ま
さ

ん
な
ら
ん
と
し
て
、
未
だ
〈
既
濟
〉
に
在
ら
ず
、
故
に
宜
し
く
其
の
履
む

所
を
愼
み
、
敬
を
以
て
務
と
爲
し
、
其
の
咎
を
辟
く
べ
き
な
り
。
〕

[

疏]

「
初
九
履
錯
然
敬
之
无
咎
」
。

○
正
義
に
曰
は
く
、「
履
む
こ
と
錯
然
た
り
」
と
は
、
身
は
〈
離
〉
の
始
に
處
り
、

將
に
前
進
せ
ん
と
欲
す
る
も
、
其
の
道
は
未
だ
濟
ら
ず
、
故
に
其
の
履
踐
す
る

な

所
、
恆
に
錯
然
と
し
て
敬
愼
し
て
、
敢
へ
て
自
ら
は
寧
ん
ぜ
ず
、
故
に
「
履
む

や
す

こ
と
錯
然
た
り
。
之
れ
を

敬

む
と
き
は
、
咎
无
し
」
と
云
ふ
。
若
し
能
く
此

つ
つ
し

も

の
如
く
恭
敬
す
れ
ば
、
則
ち
其
の
禍
を
避
く
る
を
得
て
「
咎
无
し
」
。
故
に
〈
象
〉

に
「
履
錯
の
敬
は
、
以
て
咎
を
避
く
る
な
り
」
と
云
ふ
。

○
注
の
「
錯
然
者
警
愼
之
貌
也
」
よ
り
「
辟
其
咎
也
」
に
至
る
ま
で
。

○
正
義
に
曰
は
く
、
「
錯
然
と
は
、
警
愼
の
貌
な
り
」
と
は
、
「
錯
」
は
是
れ
警

懼
の
狀
な
れ
ば
、
其
の
心
は
未
だ
寧
か
ら
ず
、
故
に
「
錯
然
た
る
」
な
り
。「
〈
離
〉

や
す

の
始
に
處
り
、
將
に
進
み
て
盛
ん
な
ら
ん
と
し
て
、
未
だ
〈
既
濟
〉
に
在
ら
ず
」

ま
さ

と
言
ふ
は
、
「
將
に
進
み
て
盛
ん
な
ら
ん
と
す
」
と
は
、
將
に
前
進
し
て
盛
ん

ま
さ

な
る
に
向
か
は
ん
と
欲
す
る
を
謂
ふ
な
り
。
若
し
位

三
に
在
れ
ば
、
則
ち
〈
既

も

濟
〉
を
得
ん
。
今

位

初
に
在
る
は
、
是
れ
未
だ
〈
既
濟
〉
に
在
ら
ず
。
功
業

未
だ
大
な
ら
ず
、
故
に
宜
し
く
其
の
履
む
所
を
愼
む
べ
く
、
恆
に
須
ら
く
錯
然

と
し
て
咎
を
避
く
べ
き
を
謂
ふ
な
り
。

象
曰
、「
履
錯
」
之
敬
、
以
辟
咎
也
。

象
に
曰
は
く
、
「
履
錯
」
の
敬
は
、
以
て
咎
を
辟
く
る
な
り
。

六
二
、
黃
離
、
元
吉
。

〔
居
中
得
位
、
以
柔
處
柔
、
履
文
明
之
盛
而
得
其
中
、
故
曰
「
黃
離
、
元
吉
」
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也
。
〕

[
疏]

正
義
曰
、
黃
者
中
色
、
「
離
」
者
文
明
。
居
中
得
位
而
處
於
文
明
、
故
「
元

吉
」
也
。
故
象
云
「
得
中
道
」
、
以
其
得
中
央
黃
色
之
道
也
。

六
二
は
、
黃
離
は
、
元
吉
な
り
。

〔
中
に
居
り
て
位
を
得
、
柔
を
以
て
柔
に
處
り
、
文
明
の
盛
ん
な
る
を
履
み

て
其
の
中
を
得
、
故
に
「
黃
離
は
、
元
吉
」
と
曰
ふ
な
り
。〕

[

疏]

正
義
に
曰
は
く
、
「
黃
」
は
中
の
色
、
「
離
」
は
文
明
な
り
。
中
に
居
り
て

位
を
得
て
文
明
に
處
る
、
故
に
「
元
吉
」
な
り
。
故
に
〈
象
〉
に
「
中
道
を
得
」

と
云
ふ
は
、
其
の

中
央
の
黃
色
の
道
を
得
る
を
以
て
な
り
。

象
曰
、
「
黃
離
、
元
吉
」
、
得
中
道
也
。

象
に
曰
は
く
、
「
黃
離
は
、
元
吉
」
と
は
、
中
道
を
得
れ
ば
な
り
。

九
三
、
日
昃
之
離
。
不
鼓
缶
而
歌
、
則
大
耋
之
嗟
、
凶
。

〔
嗟
憂
歎
之
辭
也
。
處
下
離
之
終
、
明
在
將
沒
、
故
曰
「
日
昃
之
離
」
也
。

明
在
將
終
、
若
不
委
之
於
人
、
養
志
无
爲
、
則
至
於
耋
老
有
嗟
、
凶
矣
、

故
曰
「
不
鼓
缶
而
歌
、
則
大
耋
之
嗟
、
凶
」
也
。
〕

[

疏]

正
義
曰
、
「
日
昃
之
離
」
者
、
處
下
離
之
終
、
其
明
將
沒
、
故
云
「
日
昃
之

離
」
也
。
「
不
鼓
缶
而
歌
、
則
大
耋
之
嗟
、
凶
」
者
、
時
既
老
耄
、
當
須
委
事
任

＊

人
、
自
取
逸
樂
。
若
不
委
之
於
人
、
則
是
不
鼓
擊
其
缶
而
爲
歌
、
則
至
於
大
耋

老
耄
而
咨
嗟
。
何
可
久
長
。
所
以
凶
也
。
故
象
云
「
日
昃
之
離
、
何
可
久
也
」
。

「
大
耊
之
嗟
凶
者
」

阮
校

閩･

監･

毛
本
「
大
」
上
有
「
則
」
字
。
◎
單
疏
本
・
廣

大
本
・
足
利
八
行
本
に
も
「
則
」
字
が
有
る
。
こ
れ
が
正
し
い
。

九
三
は
、
日
昃
の
離
な
り
。
缶

を
鼓
ち
て
歌
ふ
こ
と
を
せ
ざ
れ
ば
、
則
ち
大
耋

そ
く

ほ
と
ぎ

う

だ
い
て
つ

の

嗟

あ
り
、
凶
。

な
げ
き

〔
「
嗟
」
は
憂
歎
の
辭
な
り
。
下
〈
離
〉
の
終
に
處
り
、
明
は
將
に
沒
せ
ん
と

す
る
に
在
り
、
故
に
「
日
昃
の
離
」
と
曰
ふ
な
り
。
明
は
將
に
終
ら
ん
と

そ
く

す
る
に
在
り
て
、
若
し
之
れ
を
人
に
委
ね
ず
、
志
を
養
ひ
て
爲
す
无
く
ん

も

ば
、
則
ち
耋
老
に

嗟

有
る
に
至
り
、
凶
な
り
、
故
に
「

缶

を
鼓
ち
て
歌

な
げ
き

ほ
と
ぎ

う

ふ
こ
と
を
せ
ざ
れ
ば
、
則
ち
大

耋
の

嗟

あ
り
、
凶
」
と
曰
ふ
な
り
。
〕

だ
い
て
つ

な
げ
き

[

疏]

正
義
に
曰
は
く
、
「
日
昃
の
離
」
と
は
、
下
〈
離
〉
の
終
に
處
り
、
其
の

そ
く

明
は
將
に
沒
せ
ん
と
す
、
故
に
「
日
昃
の
離
」
と
云
ふ
な
り
。

「

缶

を
鼓
ち
て
歌
ふ
こ
と
を
せ
ざ
れ
ば
、
則
ち
大
耋
の

嗟

あ
り
、
凶
」
と

ほ
と
ぎ

う

だ
い
て
つ

な
げ
き

は
、
時
に
既
に
老
耄
す
れ
ば
、
當
須
に
事
を
委
ね
人
に
任
せ
、
自
ら
逸
樂
を
取

ま

さ

る
べ
し
。
若
し
之
れ
を
人
に
委
ね
ざ
れ
ば
、
則
ち
是
れ
其
の
缶
を
鼓
擊
せ
ず
し

も

て
歌
を
爲
し
、
則
ち
大
耋
老
耄
に
至
り
て
咨
嗟
せ
ん
。
何
ぞ
久
長
な
る
べ
け
ん

や
。
凶
な
る
所
以
な
り
。
故
に
〈
象
〉
に
「
日
昃
の
離
は
、
何
ぞ
久
し
か
る
べ

け
ん
や
」
と
云
ふ
な
り

象
曰
、「
日
昃
之
離
」
、
何
可
久
也
。

象
に
曰
は
く
、
「
日
昃
の
離
」
は
、
何
ぞ
久
し
か
る
べ
け
ん
や
。

周易正義訓讀 ―坎卦・離卦―（野間）
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九
四
、
突
如
其
來
如
、
焚
如
、
死
如
、
棄
如
。

〔
處
於
明
道
始
變
之
際
、
昬
而
始
曉
、
沒
而
始
出
、
故
曰
「
突
如
其
來
如
」
。

其
明
始
進
、
其
炎
始
盛
、
故
曰
「
焚
如
」
。
逼
近
至
尊
、
履
非
其
位
、
欲
進

其
盛
、
以
炎
其
上
、
命
必
不
終
、
故
曰
「
死
如
」
。
違
離
之
義
、
无
應
无
承
、

眾
所
不
容
、
故
曰
「
棄
如
」
也
。
〕

[

疏]

「
九
四
突
如
其
來
如
焚
如
死
如
棄
如
」
。

○
正
義
曰
、
「
突
如
其
來
如
」
者
、
四
處
始
變
之
際
、
三
爲
始
昬
、
四
爲
始
曉
。

三
爲
已
沒
、
四
爲
始
出
、
突
然
而
至
、
忽
然
而
來
、
故
曰
「
突
如
其
來
如
」
也
。

「
焚
如
」
者
、
逼
近
至
尊
、
履
非
其
位
、
欲
進
其
盛
、
以
焚
炎
其
上
、
故
云
「
焚

如
」
也
。「
死
如
」
者
、
既
焚
其
上
、
命
必
不
全
、
故
云
「
死
如
」
也
。「
棄
如
」

者
、
違
於
離
道
、
无
應
无
承
、
眾
所
不
容
、
故
云
「
棄
如
」。
是
以
象
云
「
无
所

容
也
」
。

九
四
は
、
突
如
と
し
て
其
れ
來
如
、
焚
如
、
死
如
、
棄
如
た
り
。

〔
明
道
の
始
め
て
變
ず
る
の
際
に
處
り
、
昬
に
し
て
始
め
て
曉
け
、
沒
し
て

始
め
て
出
づ
、
故
に
「
突
如
と
し
て
其
れ
來
如
」
と
曰
ふ
。
其
の
明

始
め

て
進
み
、
其
の
炎

始
め
て
盛
ん
な
り
、
故
に
「
焚
如
」
と
曰
ふ
。
至
尊
に

逼
近
し
、
履
む
こ
と
其
の
位
に
非
ず
、
其
の
盛
ん
な
る
に
進
み
、
以
て
其

の
上
を
炎
せ
ん
と
欲
す
る
は
、
命
は
必
ず
終
ら
ず
、
故
に
「
死
如
」
と
曰

ふ
。
〈
離
〉
の
義
に
違
ひ
、
應
も
无
く
承
く
る
も
无
く
、
眾
の
容
れ
ざ
る
所

な
り
、
故
に
「
棄
如
」
と
曰
ふ
な
り
。
〕

[

疏]

「
九
四
突
如
其
來
如
焚
如
死
如
棄
如
」
。

○
正
義
に
曰
は
く
、
「
突
如
と
し
て
其
れ
來
如
」
と
は
、
四

始
め
て
變
ず
る
の

際
に
處
り
、
三

始
め
て
昬
と
爲
し
、
四

始
め
て
曉
と
爲
し
、
三

已
に
沒
す
と

爲
し
、
四

始
め
て
出
づ
る
と
爲
し
、
突
然
と
し
て
至
り
、
忽
然
と
し
て
來
た
る
、

故
に
「
突
如
と
し
て
其
れ
來
如
」
と
曰
ふ
な
り
。

「
焚
如
」
は
、
至
尊
に
逼
近
し
、
履
む
こ
と
其
の
位
に
非
ず
、
其
の
盛
ん
な
る

に
進
み
、
以
て
其
の
上
を
焚
炎
せ
ん
と
欲
す
、
故
に
「
焚
如
」
と
云
ふ
な
り
。

「
死
如
」
は
、
既
に
其
の
上
を
焚
き
、
命
は
必
ず
全
か
ら
ず
、
故
に
「
死
如
」

と
云
ふ
な
り
。
「
棄
如
」
は
、
〈
離
〉
道
に
違
ひ
、
應
も
无
く
承
く
る
も
无
く
、

眾
の
容
れ
ざ
る
所
な
り
、
故
に
「
棄
如
」
と
云
ふ
。
是
を
以
て
象
に
「
容
る
る

所
无
き
な
り
」
と
云
ふ
。

象
曰
、「
突
如
其
來
如
」
、
无
所
容
也
。

象
に
曰
は
く
、
「
突
如
と
し
て
其
れ
來
如
」
は
、
容
る
る
所
无
き
な
り
。

六
五
、
出
涕
沱
若
。
戚
嗟
若
、
吉
。

〔
履
非
其
位
、
不
勝
所
履
。
以
柔
乘
剛
、
不
能
制
下
、
下
剛
而
進
、
將
來
害

己
、
憂
傷
之
深
、
至
於
沱
嗟
也
。
然
所
麗
在
尊
、
四
爲
逆
首
、
憂
傷
至
深
、

眾
之
所
助
、
故
乃
沱
嗟
而
獲
吉
也
。
〕

[
疏]
正
義
曰
、
「
出
涕
沱
若
」
者
、
履
非
其
位
、
不
勝
其
任
、
以
柔
乘
剛
、
不
能

制
下
、
下
剛
而
進
、
將
來
害
己
、
憂
傷
之
深
、
所
以
出
涕
滂
沱
、
憂
戚
而
咨
嗟

也
。
「
若
」
是
語
辭
也
。
「
吉
」
者
、
以
所
居
在
尊
位
、
四
爲
逆
首
、
己
能
憂
傷
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悲
嗟
、
眾
之
所
助
、
所
以
「
吉
」
也
。

六
五
、

涕

を
出
だ
す
こ
と
沱
若
た
り
。
戚
ひ
て
嗟
若
た
り
、
吉
。

な
み
だ

た
じ
ゃ
く

う
れ

さ
じ
ゃ
く

〔
履
む
こ
と
其
の
位
に
非
ざ
れ
ば
、
履
む
所
に
勝
へ
ず
。
柔
を
以
て
剛
に
乘

た

り
、
下
を
制
す
る
能
は
ず
、
下
は
剛
に
し
て
進
め
ば
、
將
に
來
た
り
て
己

れ
を
害
は
ん
と
し
、
憂
傷
の
深
き
こ
と
、
沱
嗟
に
至
る
な
り
。
然
れ
ど
も

麗
く
所
は
尊
に
在
り
、
四
は
逆
首
爲
れ
ば
、
憂
傷
は
至
り
て
深
く
、
眾
の

助
く
る
所
な
り
、
故
に
乃
ち
沱
嗟
し
て
吉
を
獲
る
な
り
。〕

[

疏]

正
義
に
曰
は
く
、
「
涕
を
出
だ
す
こ
と
沱

若
た
り
」
と
は
、
履
む
こ
と
其

た
じ
ゃ
く

の
位
に
非
ざ
れ
ば
、
其
の
任
に
勝
へ
ず
、
柔
を
以
て
剛
に
乘
り
、
下
を
制
す
る

能
は
ず
、
下
は
剛
に
し
て
進
め
ば
、
將
に
來
た
り
て
己
れ
を
害
は
ん
と
し
、
憂

ま
さ

傷
の
深
き
は
、
「
涕
を
出
だ
す
こ
と
沱

若
た
り
」
て
、
憂
戚
し
て
咨
嗟
す
る
所

た
じ
ゃ
く

以
な
り
。
「
若
」
は
是
れ
語
辭
な
り
。

「
吉
」
と
は
、
居
る
所
は
尊
位
に
在
る
を
以
て
、
四
は
逆
首
爲
り
て
、
己
れ
能

く
憂
傷
悲
嗟
す
れ
ば
、
眾
の
助
く
る
所
な
れ
ば
、
「
吉
」
な
る
所
以
な
り
。

象
曰
、
六
五
之
「
吉
」
、
離
王
公
也
。

[

疏]

正
義
曰
、
此
釋
「
六
五
吉
」
義
也
。
所
以
終
得
吉
者
、
以
其
所
居
在
五
、

離
附
於
王
公
之
位
、
被
眾
所
助
、
故
得
吉
也
。
五
爲
王
位
、
而
言
公
者
、
此
連

王
而
言
公
、
取
其
便
文
以
會
韻
也
。

「
此
釋
六
五
吉
義
也
」

阮
校

閩･

監･

毛
本
同
。
錢
本
上
有
「
象
曰
六
五
之
吉
離
王

公
者
」
十
字
。
◎
十
行
本
の
段
階
で
の
省
略
で
あ
る
。
今
は
こ
の
ま
ま
と
す
る
。

象
に
曰
は
く
、
六
五
の
「
吉
」
は
、
王
公
を
離
る
る
な
り
。

[

疏]

正
義
に
曰
は
く
、
此
れ
「
六
五
吉
」
の
義
を
釋
す
る
な
り
。
終
に
吉
を
得

る
所
以
は
、
其
の
居
る
所

五
に
在
り
、
王
公
の
位
に
離
附
し
、
眾
の
助
く
る
所

を
被
る
を
以
て
、
故
に
吉
を
得
る
な
り
。
五
は
王
位
爲
る
に
、
而
も
「
公
」
と

言
ふ
は
、
此
れ
「
王
」
に
連
ね
て
「
公
」
を
言
ひ
、
其
の
便
文
を
取
り
て
以
て

韻
を
會
す
れ
ば
な
り
。

上
九
、
王
用
出
征
、
有
嘉
折
首
。
獲
匪
其
醜
。
无
咎
。

〔
「
離
」
麗
也
。
各
得
安
其
所
麗
、
謂
之
「
離
」
。
處
離
之
極
、
離
道
已
成
、

則
除
其
非
類
以
去
民
害
、
「
王
用
出
征
」
之
時
也
。
故
必
「
有
嘉
折
首
。
獲

匪
其
醜
」
、
乃
得
「
无
咎
」
也
。
〕

[

疏]

正
義
曰
、
「
王
用
出
征
」
者
、
處
離
之
極
、
離
道
既
成
、
物
皆
親
附
、
當
除

去
其
非
類
、
以
去
民
害
、
故
「
王
用
出
征
」
也
。「
有
嘉
折
首
。
獲
匪
其
醜
」
者
、

以
出
征
罪
人
、
事
必
剋
獲
、
故
有
嘉
美
之
功
。
折
斷
罪
人
之
首
、
獲
得
匪
其
醜

＊

＊

類
、
乃
得
「
无
咎
」
也
。
若
不
出
征
除
害
、
居
在
終
極
之
地
、
則
有
咎
也
。

「
事
必
剋
獲
」

阮
校

錢
本･

宋
本
同
。
閩･

監･

毛
本
「
剋
」
作
「
克
」
。
◎
單
疏
本

・
廣
大
本･

足
利
十
行
本
は
字
に
「
剋
」
作
る
。

「
所
斷
罪
人
之
首
」

阮
校

閩･

監･

毛
本
同
。
錢
本･

宋
本
「
所
」
作
「
折
」
。
◎
單

疏
本
・
廣
大
本･

足
利
十
行
本
は
字
に
「
折
」
作
る
。
こ
れ
が
正
し
い
。

上
九
は
、
王

用
て
出
で
て
征
し
、
嘉
き
こ
と
有
り
て
首
を
折
く
。
其
の

醜

に
匪

く
じ

た
ぐ
ひ

あ
ら

ざ
る
を
獲
ふ
。
咎
无
し
。

〔
「
離
」
は
麗
な
り
。
各
お
の

其
の
麗
く
所
に
安
ん
ず
る
を
得
る
、
之
れ
を
「
離
」

つ
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と
謂
ふ
。
〈
離
〉
の
極
に
處
り
、
〈
離
〉
道

已
に
成
れ
ば
、
則
ち
其
の
非

類
を
除
き
て
以
て
民
害
を
去
り
、「
王

用
て
出
で
て
征
す
」
る
の
時
な
り
。

故
に
必
ず
「
嘉
き
こ
と
有
り
て
首
を
折
く
。
其
の

醜

に
匪
ざ
る
を
獲
へ
」

く
じ

た
ぐ
ひ

あ
ら

て
、

乃

て
「
咎
无
き
」
を
得
る
な
り
。
〕

は
じ
め

[

疏]

正
義
に
曰
は
く
、
「
王

用
て
出
で
て
征
す
」
と
は
、
〈
離
〉
の
極
に
處
り
、

〈
離
〉
道

既
に
成
り
、
物

皆
な
親
し
み
附
き
た
れ
ば
、
當
に
其
の
非
類
を
除

去
し
、
以
て
民
害
を
去
る
べ
し
、
故
に
「
王

用
て
出
で
て
征
す
」
る
な
り
。

「
嘉
き
こ
と
有
り
て
首
を
折
く
。
其
の

醜

に
匪
ざ
る
を
獲
ふ
」
と
は
、
出
で

く
じ

た
ぐ
ひ

あ
ら

て
罪
人
を
征
す
る
を
以
て
、
事
は
必
ず
剋
ち
て
獲
ふ
、
故
に
嘉
美
の
功
有
り
。

か

罪
人
の
首
を
折
斷
し
、
其
の
醜
類
に
匪
ざ
る
を
獲
得
し
、

乃

て
「
咎
无
き
」

は
じ
め

を
得
る
な
り
。
若
し
出
征
し
て
害
を
除
く
こ
と
を
せ
ず
、
居
る
こ
と
終
極
の
地

も

に
在
れ
ば
、
則
ち
咎
有
る
な
り
。

象
曰
、
「
王
用
出
征
」
、
以
正
邦
也
。

[

疏]

正
義
曰
、
釋
「
出
征
」
之
義
。
言
所
出
征
者
、
除
去
民
害
、
以
正
邦
國
故

也
。

象
に
曰
は
く
、
「
王

用
て
出
で
て
征
す
」
る
は
、
以
て
邦
を
正
す
な
り
。

[

疏]

正
義
に
曰
は
く
、
「
出
征
」
の
義
を
釋
す
。
出
で
て
征
す
る
所
は
、
民
害
を

除
去
し
、
以
て
邦
國
を
正
す
が
故
を
言
ふ
な
り
。
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